
国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

一

は
じ
め
に

１
．
郵
便
交
換
条
約
を
め
ぐ
る
日
米
関
係

　
　
　

幕
末
維
新
期
の
国
際
郵
便

　
　
　

日
米
郵
便
交
換
条
約
の
締
結

２
．
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉

　
　
　

郵
便
交
換
条
約
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
姿
勢

　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
と
マ
ー
シ
ャ
ル　

―
条
約
改
正
へ
の
足
が
か
り

３
．
国
際
郵
便
輸
送
を
め
ぐ
る
日
英
関
係

　
　
　

上
海
航
路
の
開
設
と
上
海
郵
便
局
の
設
置

　
　
　

イ
ギ
リ
ス
の
対
抗
措
置

４
．
万
国
郵
便
連
合
加
盟

　
　
　

二
国
間
条
約
か
ら
多
国
間
条
約
へ

　
　
　

加
盟
の
実
現

　
　
　

在
日
英
仏
郵
便
局
の
廃
止

お
わ
り
には

じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
岩
倉
使
節
団
の
日
米
交
渉
を
機
に
一
八
七
二
年
に
ア
メ
リ
カ

側
か
ら
提
案
さ
れ
翌
年
に
締
結
さ
れ
た
日
米
郵
便
交
換
条
約
に
始
ま
り
一
八
七
七

年
の
万
国
郵
便
連
合
加
盟
に
至
る
国
際
郵
便
交
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
の
外

交
交
渉
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
岩
倉
使
節
団
以
後
、
井
上
馨
の
条

約
改
正
交
渉
以
前
に
お
け
る
日
本
の
国
権
回
復
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
が
欧
米
と
対
等
な
近
代
国
家
で
あ
る
こ
と
を
国
際
社
会
に
承
認
さ
せ
る
こ

と
は
、
維
新
の
目
標
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
五
か
条
の
御
誓
文
に
記
さ
れ
た
「
開

国
和
親
」、「
公
議
輿
論
」、
廃
藩
置
県
の
詔
に
明
記
さ
れ
た
「
万
国
対
峙
」
な
ど
の

国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

―
日
米
郵
便
交
換
条
約
締
結
・
万
国
郵
便
連
合
加
盟
を
め
ぐ
っ
て

―
小
　
風
　
秀
　
雅
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二

国
是
に
示
さ
れ
た
。
と
く
に
万
国
対
峙
は
、
日
本
が
独
立
国
と
し
て
自
立
す
る
意

志
を
示
し
た
国
是
で
、
国
権
回
復
は
至
上
命
題
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
不
平
等
条
約
体
制
は
、
一
九
世
紀
に
成
立
し
た
東
ア
ジ
ア
全
体
を
覆
う

国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
不
平
等
条
約
が
文
明
国
と
半
文
明
国
と
の
間
に
結
ば
れ

る
以
上
、
条
約
改
正
に
は
半
文
明
国
か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

一
八
七
三
年
に
お
け
る
日
米
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
は
、
日
本
の
居
留
地
に
存

在
す
る
外
国
郵
便
局
と
い
う
欧
米
列
強
の
官
庁
を
廃
止
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、

国
権
回
復
の
出
発
点
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
七
七
年
に
は
、
欧
米

先
進
国
を
主
メ
ン
バ
ー
と
す
る
万
国
郵
便
連
合（
１
）へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
は
対
日
政
策
が
対
照
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
、
日
本
の
近
代
化
に
対
す
る
評
価
の
違
い
、

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
否
定
的
評
価
に
起
因
す
る
。
そ
の
両
者
の
違
い
を
鮮
明
に
し

て
み
せ
た
の
が
、
岩
倉
使
節
団
の
米
欧
歴
訪
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
郵
便
交
換

条
約
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
万
国
郵
便
連
合
の
設
立
な
ど
、

国
際
的
な
郵
便
交
換
業
務
が
実
現
し
、
通
信
連
絡
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加

速
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
日
米
郵
便
交
換
条
約
の
締
結（
２
）に
よ
っ
て
、
日
本
と

の
間
に
「
同
基
対
等（
３
）」
な
条
約
関
係
を
樹
立
し
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
日

本
の
近
代
化
が
皮
相
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
門
前
払
い
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
姿
勢
は
、
ド
イ
ツ
の
支
援
に
よ
っ
て
万
国
郵
便
連
合

へ
の
日
本
の
加
盟
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
打
破
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
信
網

の
整
備
を
目
指
し
た
多
国
間
条
約
機
構
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
、
日
本
の
近
代
化

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
条
約
改
正
交
渉
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
日
米
郵
便
交
換
条
約
や
万
国
郵
便
連
合
に
つ
い
て
幾
度
か
論

じ
て
き
た
が（
４
）、

い
ず
れ
も
部
分
的
な
言
及
に
止
ま
り
、
全
体
像
を
示
し
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
拙
稿
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
て
全
体
像
を
提
示
し

た
い
。１

．
郵
便
交
換
条
約
を
め
ぐ
る
日
米
関
係

幕
末
維
新
期
の
国
際
郵
便

　

万
国
郵
便
連
合
設
立
以
前
に
お
い
て
、
国
際
郵
便
網
を
形
成
す
る
に
は
、
二
国

間
で
郵
便
交
換
条
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
が
、
欧
米
諸
国
は
、
確
実
な
配
達
や

信
書
の
秘
密
維
持
の
信
頼
性
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と
は
結

ば
ず
、
自
国
の
勢
力
圏
に
は
、
自
前
で
郵
便
輸
送
網
を
構
築
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
は
、
幕
末
維
新
期
に
横
浜
（
英
、
米
、
仏（
５
））、

長
崎
（
英
、

米
）、
神
戸
（
英
、
米
）、
函
館
（
米
）
の
各
開
港
場
に
相
次
い
で
郵
便
局
を
設
置

し
、
自
国
の
定
期
汽
船
会
社
に
多
額
の
郵
便
補
助
金
を
支
給
し
て
、
定
期
航
路
を

開
設
さ
せ
、
定
期
的
な
郵
便
輸
送
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

郵
便
補
助
の
目
的
は
、
東
ア
ジ
ア
経
営
の
た
め
の
定
期
的
な
郵
便
物・

旅
客
輸

送
の
確
保
で
あ
り
、
自
由
貿
易
体
制
下
に
お
け
る
ア
ジ
ア
進
出
を
促
進
す
る
政
治

的
、
経
済
的
効
果
を
期
待
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
経
済
的
効
果
と
は
、

海
底
電
線
網
の
普
及
と
あ
い
ま
っ
て
海
外
の
最
新
市
況
お
よ
び
海
運
情
報
の
入
手

を
容
易
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
郵
船
が
輸
送
す
る
新
聞
や
郵
便
は
、
最
新
市
況
の



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

三

重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
貿
易
の
拡
大
を
促
進
し
た
。
定
期
海
運
は
、
そ
の
迅
速

性
と
定
期
性
に
よ
り
欧
米・

ア
ジ
ア
間
の
情
報
伝
達
を
よ
り
緊
密
化
す
る
こ
と
で
、

東
ア
ジ
ア
を
世
界
市
場
に
組
み
込
ん
で
い
く
東
洋
経
営
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
国
際
郵
便
輸
送
政
策
は
一
八
六
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た（
６
）。

　

し
か
し
こ
う
し
た
郵
便
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
く
ま
で
列
強
の
世
界
戦
略
の
一

環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
の
郵
便
交
換
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、

国
内
郵
便
網
と
は
断
絶
し
て
い
た
。
日
本
の
郵
便
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、

基
本
的
に
政
府
宛
て
も
含
め
て
日
本
国
内
へ
の
配
達
は
不
可
能
で
、
本
国
に
送
り

返
さ
れ（
７
）、
送
信
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
外
国
郵
便
局
で
各
国
の
切
手
を
貼
付
し
て
投

函
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宛
名
も
現
地
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
求
め
ら
れ
、
開

港
地
以
外
の
利
用
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た（
８
）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
国
内
の
認
識
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

英
仏
米
ノ
政
府
ヨ
リ
其
官
員
ヲ
派
出
シ
テ
吾
彊
内
ニ
巍
然
タ
ル
其
郵
便
局
ヲ

開
設
ス
ル
モ
、
看
テ
英
仏
米
ノ
飛
脚
屋
ト
做
シ
、
我
ガ
収
ム
ヘ
キ
信
税
一
部

ヲ
彼
ノ
郵
便
局
ニ
納
ム
ル
モ
、
尋
常
傭
賃
ヲ
與
ル
如
ク
傲
然
飛
脚
賃
ヲ
拂
ウ

フ
ト
唱
ヒ
、
我
権
内
ノ
事
務
ヲ
委
シ
テ
他
邦
ノ
管
掌
ニ
属
付
ス
ル
モ
、
恬
然

之
ヲ
悟
ラ
サ
リ
シ
ハ
実
ニ
浩
歎
ノ
至
ナ
リ
シ（
９
）

　

こ
の
状
況
に
対
し
、
一
八
七
一
年
に
近
代
的
郵
便
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、
駅

逓
頭
前
島
密
は
七
二
年
三
月
の
郵
便
規
則
幷
差
立
方
規
則
に
お
い
て
、
外
国
郵
便

の
収
受
に
関
す
る
仮
手
続
を
規
定
し
た
。
送
信
時
に
は
、
差
出
人
が
封
筒
を
二
重

に
し
、
上
の
封
筒
に
国
内
料
金
分
の
日
本
の
切
手
を
貼
り
、
他
に
外
国
の
料
金
に

相
当
す
る
日
本
切
手
を
添
え
て
「
外
国
郵
便
差
立
願
」
と
上
書
し
て
東
京
駅
逓
寮

宛
て
に
出
し
、
駅
逓
寮
が
外
国
の
切
手
を
貼
っ
て
、
外
国
郵
便
局
に
送
る
こ
と
と

し
た
。「
横
文
字
ニ
テ
認
兼
候
者
」
は
横
文
字
の
書
式
を
駅
逓
寮
に
送
れ
ば
同
寮
で

認
め
る
、
住
所
が
不
明
で
も
国・

地
名
が
分
か
れ
ば
取
り
計
ら
う
、
と
し
た
（
（1
（

。
ま

た
受
信
時
は
、
大
蔵
省
駅
逓
寮
が
外
国
郵
便
局
の
私
書
箱
を
借
り
受
け
て
配
達
不

能
の
郵
便
物
を
駅
逓
寮
が
受
け
取
っ
て
国
内
郵
便
規
則
に
則
っ
て
配
達
す
る
と
し

た
（
（1
（

。

　

外
国
郵
便
局
側
は
、
日
本
政
府
と
い
え
ど
も
委
託
さ
れ
な
い
信
書
に
触
れ
る
権

利
は
な
い
、
と
し
て
拒
絶
し
た
が
、
前
島
は
数
年
の
う
ち
に
郵
便
交
換
条
約
を
締

結
す
る
ま
で
の
間
の
便
法
で
あ
る
、
と
し
て
認
め
さ
せ
た
。
交
渉
中
、
外
国
側
は

「
交
換
条
約
と
い
ふ
者
は
文
明
国
同
士
が
互
に
同
基
の
権
利
で
以
て
結
ぶ
べ
き
者
」

で
、
条
約
締
結
に
本
国
は
応
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
反
応
で
あ
っ
た
、
と
い
う
（
（1
（

。

　

し
か
し
、
海
外
通
信
業
務
を
外
国
郵
便
局
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
国
際

通
信
の
自
主
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
国
内
に
外
国
郵

便
局
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
前
島
は

我
国
内
に
外
国
政
府
よ
り
官
衙
を
設
置
せ
ら
れ
、
我
司
る
べ
き
ま
た
収
む
べ

き
も
の
を
彼
に
司
ら
れ
ま
た
収
め
ら
る
ゝ
は
、
軽
重
の
差
別
こ
そ
あ
れ
恰
も

裁
判
所
を
置
か
れ
税
関
を
設
け
ら
る
ゝ
と
同
じ
く
、
我
独
立
の
権
利
を
大
に

侵
害
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
（1
（

と
、
国
権
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
之
が
恢
復
を
謀
る
の
を
本
分
の
最
大

要
事
（
（1
（

」
と
し
た
の
で
あ
る
。
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四

日
米
郵
便
交
換
条
約
の
締
結

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
二

年
の
岩
倉
使
節
団
の
訪
米
の
折
、
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
中

の
デ・

ロ
ン
グ
（C.E. D

e Long

）
駐
日
公
使
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
郵
政
省
職
員
の

サ
ミ
ュ
エ
ル・

ブ
ラ
イ
ア
ン
（Sam

uel M
. Bryan

）
が
紹
介
さ
れ
た
（
（1
（

。
帰
任
し

た
デ・

ロ
ン
グ
は
、
九
月
九
日
（
和
暦
八
月
七
日
）
に
副
島
外
務
卿
と
面
会
し
、

「
拙
者
此
程
本
国
ニ
在
リ
貴
国
駅
逓
ノ
事
充
分
ナ
ラ
サ
ル
ト
ノ
旨
貴
国
人
ト
御
談
シ

致
シ
居
候
、
依
テ
ハ
我
駅
逓
官
員
近
々
航
来
ノ
積
ニ
付
御
雇
相
成
候
テ
モ
宜
敷
哉
（
（1
（

」

と
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
雇
用
す
る
こ
と
を
打
診
し
た
。「
駅
逓
ノ
事
」
と
は
、
主
に
郵

便
交
換
条
約
を
意
味
し
て
い
る
。
来
日
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
八
月
二
十
一
日
外

務
省
に
出
頭
し
、
米
英
そ
の
他
外
国
の
在
日
郵
便
局
の
切
手
代
金
収
入
の
概
算
（
八

六
万
九
八
九
〇・

五
ド
ル
）、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
郵
便
物
の
増
加
状
況
（
一

八
五
一
～
一
八
七
一
年
）
な
ど
の
資
料
を
提
出
し
た
（
（1
（

。

　

十
月
十
二
日
（
和
暦
九
月
十
日
）、
副
島
は
「
ブ
レ
ヤ
ン
ヨ
リ
ノ
書
面
ノ
趣
ハ
至

極
宜
カ
ラ
ン
」
と
し
、
デ・

ロ
ン
グ
は
「
米
ノ
方
極
リ
候
テ
夫
ヨ
リ
英
ナ
リ
仏
ナ

リ
ヘ
約
定
被
成
候
ヘ
ハ
事
致
シ
ヨ
ク
候
」
と
述
べ
た
。
十
月
十
五
日
（
和
暦
九
月

十
三
日
）、
副
島
は
「
駅
逓
ノ
一
件
ハ
好
キ
見
込
ニ
可
有
之
明
日
参
朝
評
決
可
致

候
（
（1
（

」
と
、
デ・

ロ
ン
グ
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　

七
三
年
一
月
十
八
日
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
は
、「
外
国
郵
便
御
施
行
伺
（
（1
（

」
の
な
か

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

外
交
開
ケ
既
ニ
外
人
之
来
住
ヲ
許
ス
モ
、
其
郷
信
ヨ
リ
事
業
ニ
就
テ
諸
州
ニ

送
ル
郵
便
物
ヲ
我
ヨ
リ
達
ス
ル
道
ヲ
通
セ
ス
、
我
国
公
私
ノ
信
書
ス
ラ
、
横

浜
等
ニ
設
ケ
在
ル
英
米
仏
ノ
郵
便
局
ニ
依
頼
シ
テ
彼
ノ
切
手
ヲ
買
ヒ
彼
ニ
税

ヲ
納
テ
僅
ニ
之
ヲ
達
ス
ル
ノ
ミ
、
殊
ニ
彼
ヨ
リ
局
ヲ
設
ケ
其
職
員
ヲ
派
出
シ

テ
我
ガ
収
ム
ヘ
キ
一
種
ノ
税
ヲ
我
ガ
境
内
ニ
於
テ
領
収
セ
シ
ム
、
啻
ニ
交
際

普
通
ノ
條
理
ニ
戾
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
実
ニ
独
立
国
体
ノ
一
大
典
ヲ
欠
キ
容

易
ナ
ラ
サ
ル
次
第
（
（2
（

　

も
と
よ
り
主
目
的
は
税
収
で
は
な
い
。
大
蔵
大
輔
井
上
馨
は
、
国
際
郵
便
の
手

段
を
欠
い
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
現
状
は

独
立
国
と
し
て
の
要
件
を
欠
く
と
し
、
郵
便

交
換
条
約
の
締
結
は
、「
早
晩
不
可
不
開
…
…

実
ニ
即
今
可
開
ノ
機
会
」
で
あ
り
、「
交
際
普

通
ノ
条
理
ヲ
保
存
シ
且
国
典
ノ
闕
ヲ
恢
補
ス

ル
ノ
一
挙
ニ
候
」
と
し
て
、
条
約
草
案
、
在

日
外
国
郵
便
局
の
年
間
切
手
代
金
額
、
外
国

郵
便
経
費
総
計
の
概
算
な
ど
を
付
し
て
正
式

に
正
院
に
上
申
し
た
の
で
あ
る
（
（2
（

。

　

添
付
さ
れ
た
外
国
郵
便
局
の
年
間
切
手
代

合
計
概
算
（
表
１
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
作
成
）
に

よ
れ
ば
、
本
来
は
日
本
の
税
収
に
な
る
は
ず

の
在
日
外
国
郵
便
局
の
年
間
国
際
郵
便
収
入

は
八・

六
五
万
ド
ル
で
、
内
訳
は
表
の
通
り

表１　外国郵便局の年間切手代合計　（単位：ドル）

　 横　浜 神　戸 長　崎 計
アメリカ 41,000 3,600 5,300 49,900
イギリス 19,000 1,450 55 20,505
フランス 16,000 17 65 16,082

計 76,000 5,067 5,420 86,487

（出典）�「外国郵便御施行伺」（『公文録・明治六年・第百十一
巻・明治六年二月・大蔵省伺』、国立公文書館所蔵、
公00843100）
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で
あ
る
（
（2
（

。
ア
メ
リ
カ
局
が
六
割
弱
を
占
め
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
局
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
郵
便
が
英
仏
の
ア
ジ
ア
経
由
便
よ

り
太
平
洋・
ア
メ
リ
カ
経
由
便
の
ほ
う
が
速
達
さ
れ
、
郵
便
料
金
も
割
安
で
あ
っ

た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
経
由
便
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
日

米
郵
便
交
換
条
約
発
効
後
、
日
本
は
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け

郵
便
輸
送
が
可
能
に
な
る
。

　

二
月
二
日
、
史
官
は
外
務
卿
に
意
見
を
求
め
、
四
日
に
副
島
は
異
存
な
し
と
返

答
し
た
た
め
（
（2
（

、
八
日
、
正
院
は
伺
を
許
可
し
、
外
務
省
に
対
し
て
、
条
約
締
結
に

つ
い
て
大
蔵
省
と
打
ち
合
わ
せ
の
上
ア
メ
リ
カ
公
使
と
の
談
判
に
入
る
こ
と
を
達

し
た
（
（2
（

。

　

二
月
十
一
日
、
デ・

ロ
ン
グ
も
、
草
案
は
英
米
間
の
条
約
と
同
一
で
「
至
極
至

当
」
で
あ
る
と
し
、

外
国
と
郵
便
交
換
の
法
を
設
立
す
る
は
各
国
普
通
の
政
権
な
れ
は
…
…
今
日

此
券
（
マ
マ
）
あ
る
は
文
明
の
域
に
進
歩
し
西
国
に
行
は
る
ゝ
完
全
な
る
政

体
の
如
く
な
る
へ
き
の
証
に
し
て
、
我
政
府
に
於
て
も
必
す
日
本
政
府
の
此

盛
挙
あ
る
を
満
悦
可
致
（
（2
（

と
評
価
し
た
。
さ
ら
に

両
国
間
の
和
親
条
約
改
正
の
時
は
、
郵
便
の
条
約
も
更
に
改
め
さ
る
を
得
さ

る
の
時
宜
に
可
至
と
存
候
間
、
此
条
約
も
同
時
同
場
所
に
お
い
て
改
正
す
へ

き
も
の
に
致
置
候
方
可
然
と
存
候
（
（2
（

と
条
約
改
正
と
連
動
す
る
条
約
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
交
渉
を
進
め
る
た
め
、
二
月
十
四
日
大
蔵
省
は
ブ
ラ
イ
ア

ン
を
月
四
五
〇
円
で
雇
い
入
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
、
二
月
二
十
二
日
に
駐
米
代

理
公
使
森
有
礼
に
全
権
を
付
与
し
、
六
月
よ
り
高
木
三
郎
臨
時
代
理
を
全
権
と
し

て
ア
メ
リ
カ
で
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
八
月
六
日
に
調
印
さ
れ
た
。
全
権
は
七
月
十

九
日
に
矢
野
次
郎
に
交
代
し
た
が
、
連
絡
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
署
名
は
高

木
が
行
っ
た
。
そ
の
後
修
正
が
加
え
ら
れ
、
批
准
書
の
交
換
は
翌
一
八
七
四
年
四

月
十
八
日
で
あ
っ
た
。
七
月
十
五
日
に
は
、
実
施
手
続
き
を
定
め
た
日
米
郵
便
交

換
条
約
細
目
規
則
が
調
印
さ
れ
た
。

　

日
米
郵
便
交
換
条
約
の
発
効
を
十
日
後
に
控
え
た
一
八
七
四
年
十
二
月
二
十
二

日
、
内
務
省
は
、

是
迄
欠
典
ニ
付
シ
候
我
独
立
国
ノ
権
利
モ
、
此
日
ヨ
リ
其
一
部
ヲ
挽
回
候
儀

ニ
有
之
、
然
ル
ニ
英
仏
政
府
ノ
如
キ
ハ
、
我
米
国
ト
ノ
交
換
御
条
約
施
行
ニ

就
テ
我
事
務
運
用
ノ
巧
拙
ヲ
証
シ
候
後
可
及
協
議
旨
返
答
ノ
趣
モ
有
之
、
旁

以
最
初
ヨ
リ
御
不
体
裁
無
之
様
苦
慮
罷
在
、
漸
ク
法
方
順
序
整
粛
ノ
目
的
ニ

有
之
ヘ
バ
、
此
挙
国
権
欠
典
恢
復
ス
ヘ
キ
深
密
ノ
場
合
ト
存
候
（
（2
（

と
の
伺
い
を
提
出
し
、
国
権
発
揚
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

政
府
は
、
条
約
実
施
に
あ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
郵
船
会
社
と
の
間
に
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・

横
浜
間
、
横
浜・

上
海
間
、
横
浜・

函
館
間
に
お
け
る
郵

便
逓
送
契
約
を
締
結
し
た
。
条
約
上
は
無
賃
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
同

社
と
の
契
約
変
更
の
た
め
月
二
回
の
定
期
輸
送
の
う
ち
一
回
は
無
賃
、
も
う
一
回

は
有
賃
と
な
っ
た
。
ま
た
開
設
さ
れ
た
西
東
洋
汽
船
会
社
に
は
通
常
運
賃
輸
送
で



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

六

搭
載
し
た
（
（2
（

。

　

条
約
上
は
「
同
基
対
等
」
と
は
い
え
、
日
本
が
海
外
定
期
航
路
を
保
有
し
な
い

た
め
、
条
約
締
結
後
も
郵
便
輸
送
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
「
実
に
鉄
面
皮
（
（3
（

」
な
条
約
で
あ
っ
た
が
、
七
五
年
二
月
に
開
設
さ
れ
た

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の
横
浜・

上
海
線
で
は
上
海
ア
メ
リ
カ
郵
便
局
の
発
出
郵
便

は
す
べ
て
無
賃
搭
載
と
し
、「
少
シ
ク
米
国
政
府
ヘ
返
謝
ス
ル
ノ
意
（
（3
（

」
を
表
し
た
。

さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
七
五
年
九
月
に
三
菱
会
社
が
太
平
洋
郵
船
の
上
海
航

路
を
買
収
し
た
後
は
、
上
海
ア
メ
リ
カ
郵
便
局
の
取
扱
郵
便
は
三
菱
会
社
が
搭
載

す
る
こ
と
と
な
り
、
の
ち
の
万
国
郵
便
連
合
加
入
の
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

条
約
は
、
七
五
年
一
月
一
日
に
発
効
し
、
在
日
ア
メ
リ
カ
郵
便
局
は
廃
止
さ
れ

て
対
米
郵
便
事
務
は
日
本
側
の
手
に
移
っ
た
。
同
五
日
、
ス
ペ
イ
ン
を
除
く
す
べ

て
の
列
国
公
使
を
招
待
し
て
横
浜
郵
便
局
に
お
け
る
外
国
郵
便
の
開
業
式
が
、
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
（
（3
（

。

　

条
約
は
、
日
米
間
の
通
信
の
円
滑
化
を
実
現
し
た
だ
け
で
な
く
、
追
加
料
金
で

世
界
各
地
へ
の
郵
便
輸
送
を
可
能
に
し
た
。
日
本
は
英
仏
と
の
郵
便
交
換
条
約
を

ま
だ
締
結
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
国
際
郵

便
輸
送
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（3
（

。
ま
た
ア
メ
リ
カ
郵
便
局
が
廃
止
さ
れ
た
た

め
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
経
由
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
郵
便
も
日
本
局
が
扱
う
こ
と
と
な
り
、

国
際
的
な
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
表
２

―
１
、
表
２
―
２
を
参
照
）。

２
．
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉

郵
便
交
換
条
約
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
姿
勢

　

日
米
条
約
の
締
結
を
受
け
て
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
も
同
様
の
条

約
を
締
結
し
て
同
時
に
施
行
す
る
こ
と
を
意
図
し
（
（3
（

、
日
米
条
約
締
結
直
後
の
七
三

年
九
月
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
協
議
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
前
島
は
上
野
景
範
外
務
少
輔
と
と
も
に
パ
ー
ク
ス
（H

arry 

Sm
ith Parkes

）
を
訪
問
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
交
渉
を
開

始
す
る
こ
と
を
告
げ
、
本
国
か
ら
諮
問
が
あ
っ
た
ら
「
否
議
を
容
れ
な
い
で
、
好

意
で
取
扱
つ
て
く
れ
（
（3
（

」
と
依
頼
し
た
。
し
か
し
「
公
使
は
頗
る
不
満
の
顔
付
で
、

自
分
は
ま
だ
日
本
の
郵
便
は
ど
ん
な
者
で
あ
る
か
、
ど
う
言
ふ
法
律
が
あ
る
か
、

其
役
人
は
ど
ん
な
学
識
経
験
が
あ
る
か
少
し
も
知
ら
な
い
。
併
し
日
本
の
役
人
が

外
国
郵
便
物
を
掌
る
べ
き
技
倆
が
な
い
事
は
分
ら
ぬ
で
も
な
い
」
と
し
、「
無
礼
の

言
葉
す
ら
交
え
て
（
（3
（

」
前
島
の
申
し
入
れ
を
拒
絶
し
た
と
い
う
。

　

前
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
パ
ー
ク
ス
の
報
告
を
基
に
条
約
締
結
に
関
す
る
決

定
を
行
う
と
推
測
し
た
（
（3
（

。
推
測
通
り
パ
ー
ク
ス
が
否
定
的
見
解
を
本
国
に
送
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
七
四
年
二
月
十
二
日
付
の
前
島
宛
申
牒
に
お
い

て
、
ア
メ
リ
カ
公
使
デ・

ロ
ン
グ
の
情
報
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
本
在
留
の
米
国
公
使
デ
ロ
ン
ク
氏
よ
り
近
頃
両
度
書
簡
を
以
、
英
国
公
使

ハ
ル
リ
ー
パ
ア
ー
ク
ス
皇
米
郵
便
交
換
条
約
の
事
に
付
本
国
政
府
へ
故
障
申
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表
２
－
１
　
外
国
郵
便
発
信
数
の
推
移
（
単
位
：
通
）

ア
メ

リ
カ

向
ア

メ
リ

カ
経

由
諸

国
向

上
　

　
海

　
　

向
朝

　
　

鮮
　

　
向

香
　

　
港

　
　

向
香

港
経

由
諸

国
向

け
ブ

リ
ン

デ
ィ

シ
向

総
　

　
　

　
　

　
　

計
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
合

　
計

1875前
期

14,423
13,003

16,549
15,787

13,213
5,849

44,185
34,639

78,824
1875後

～
1876前

36,623
26,484

41,472
32,311

31,740
14,244

109,835
73,039

182,874
1876後

～
1877前

58,659
47,359

53,197
33,998

30,417
11,693

252
142,525

93,050
235,575

1877後
～

1878前
66,940

54,811
51,329

26,032
34,478

14,959
1,027

1,428
1,230

3,417
2,180

80
158,699

99,212
257,911

1878後
～

1879前
73,169

56,208
56,073

28,920
32,699

14,792
2,205

3,117
1,630

6,920
7,687

1,484
547

175,667
109,784

285,451
1879後

～
1880前

129,348
81,792

34,400
14,831

7,319
48,428

25,810
219,495

122,433
341,928

1880後
～

1881前
160,156

90,383
34,635

15,170
16,109

3,732
74,260

30,347
285,160

139,632
424,792

1881後
～

1882前
158,826

102,193
33,771

13,853
16,500

8,316
65,771

29,763
274,868

154,125
428,993

表
２
－
２
　
外
国
郵
便
受
信
数
の
推
移
（
単
位
：
通
）

ア
メ

リ
カ

発
ア

メ
リ

カ
経

由
諸

国
発

上
　

　
海

　
　

発
朝

　
　

鮮
　

　
発

香
　

　
港

　
　

発
フ

ラ
ン

ス
郵

便
局

総
　

　
　

　
　

　
　

計
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
書

　
状

新
聞

等
合

　
　

計
1875前

期
12,062

32,605
655

0
13,395

13,220
26,112

45,825
71,937

1875後
～

1876前
29,334

73,493
2,589

0
37,305

19,930
69,228

93,423
162,651

1876後
～

1877前
35,263

97,304
3,742

0
31,169

17,553
160

70,334
114,857

185,191
1877後

～
1878前

46,020
102,813

3,331
0

34,700
19,842

548
3,907

4,806
88,506

127,146
215,652

1878後
～

1879前
56,005

83,126
3,292

0
36,990

21,425
2,732

6,731
9,012

105,750
113,563

219,313
1879後

～
1880前

80,833
115,474

44,191
29,807

6,758
64,115

97,152
195,750

242,433
438,183

1880後
～

1881前
94,159

141,136
46,719

33,197
11,916

599
116,910

156,093
269,704

331,025
600,729

1881後
～

1882前
107,894

154,937
36,570

20,334
13,255

1,190
133,309

155,706
291,028

332,167
623,195

（
出

典
）「

駅
逓

局
年

報
」

第
四

次
～

第
十

一
次

（
郵

政
省

『
郵

政
百

年
史

資
料

』
９

、
吉

川
弘

文
館

、
1968）

（
注

）
１

．
書

状
は

信
書

・
書

留
・

葉
書

の
合

計
、

新
聞

等
は

新
聞

・
書

籍
見

本
・

書
留

の
合

計
　

　
 ２

．
1879後

～
1880前

期
よ

り
、

上
海

・
朝

鮮
の

日
本

郵
便

局
の

扱
数

が
発

受
信

に
二

重
に

計
上

さ
れ

て
い

る
の

で
、

除
外

し
た

　
　

 ３
．

1879後
以

降
の

ア
メ

リ
カ

向
・

発
は

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

向
・

発
に

変
更

し
、

ア
メ

リ
カ

経
由

諸
国

向
・

発
を

合
算

　
　

 ４
．

1879後
以

降
の

香
港

向
は

香
港

経
由

諸
国

向
・

ブ
リ

ン
デ

ィ
シ

向
を

合
算

、
フ

ラ
ン

ス
郵

便
局

発
は

同
局

廃
止

に
よ

り
香

港
に

合
算

　
　

 ５
．

朝
鮮

に
は

、
1876年

11月
10日

に
釜

山
、

1880年
４

月
14日

に
元

山
、

1883年
12月

16日
に

仁
川

に
郵

便
局

を
設

置



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

八

越
し
候
趣
申
来
り
候
、
若
し
此
事
相
違
無
之
候
と
き
は
英
国
政
府
に
於
て
其

全
権
公
使
の
勧
め
を
採
用
す
る
は
必
然
に
候
条
、
皇
英
の
条
約
は
実
に
無
覚

束
候
（
（3
（

　

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
七
四
年
二
月
十
七
日
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 

Ew
art Gladstone

）
内
閣
が
辞
職
し
て
第
二
次
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（Benjam

in 

D
israeli

）
内
閣
が
成
立
す
る
と
い
う
政
権
交
代
期
に
あ
り
、
外
相
も
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ル
（2nd Earl Granville

）
か
ら
ダ
ー
ビ
ー
（Earl of D

erby

）
に
代
わ
っ
た
。

駐
英
臨
時
代
理
公
使
本
野
盛
享
は
、
三
月
二
日
に
ダ
ー
ビ
ー
と
面
会
し
、
パ
ー
ク

ス
と
の
交
渉
の
趣
旨
で
、
郵
便
交
換
条
約
に
つ
い
て
会
談
し
た
。
こ
の
時
ダ
ー
ビ
ー

は
、「
素
よ
り
両
国
交
際
上
不
可
欠
要
件
、
殊
に
商
業
の
進
歩
を
加
候
義
に
付
更
に

異
存
無
之
候
へ
共
、
駅
逓
頭
責
任
の
義
に
候
間
篤
と
協
議
の
上
な
ら
ね
は
確
答
難

致
、
依
て
郵
便
組
立
の
条
目
詳
細
相
認
公
書
を
以
て
申
越
呉
候
」
と
好
意
的
な
反

応
を
示
し
て
い
る
（
（3
（

。

　

し
か
し
四
月
中
は
回
答
が
な
く
、
五
月
に
入
る
と
状
況
は
一
変
し
た
。

　

五
月
五
日
、
本
野
は
寺
島
外
務
卿
に
宛
て
て
、「
郵
便
交
換
一
件
今
以
談
判
相
運

ひ
不
申
、
先
般
申
上
候
通
り
パ
ー
ク
ス
よ
り
の
密
報
幷
肥
前
擾
乱
の
一
条
大
に
妨

碍
相
成
候
と
被
存
苦
心
罷
在
候
（
（4
（

」
と
、
交
渉
が
進
展
し
な
い
の
は
パ
ー
ク
ス
の
否

定
的
な
見
解
と
佐
賀
の
乱
が
原
因
で
あ
る
、
と
送
信
し
た
。
さ
ら
に
本
野
は
、
日

本
の
郵
便
事
情
に
関
す
る
三
月
十
日
付
の
『
ジ
ャ
パ
ン・

ヘ
ラ
ル
ド
』
の
次
の
記

事
が
ロ
ン
ド
ン
の
諸
新
聞
に
伝
播
し
て
お
り
、「
大
ニ
故
障
ノ
一
端
」
と
な
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

切
手
ノ
粗
ナ
ル
コ
ト
ハ
実
ニ
欧
米
役
所
ヨ
リ
発
行
ス
ル
切
手
ト
比
較
ス
ル
事

能
ハ
ザ
ル
ホ
ド
ナ
リ
…
…
之
ニ
加
ル
ニ
書
翰
或
ハ
新
聞
紙
ノ
紛
失
ス
ル
ノ
害

ア
リ
（
（4
（

ダ
ー
ビ
ー
と
マ
ー
シ
ャ
ル
　
―
条
約
改
正
へ
の
足
が
か
り

　

日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
を
探
る
た
め
、
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
お
雇
い

外
国
人
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・

マ
ル
シ
ャ
ル
（Frederick M

arshall

）
を
出

張
さ
せ
て
、
新
外
相
ダ
ー
ビ
ー
と
の
交
渉
を
試
み
た
。
し
か
し
ダ
ー
ビ
ー
の
回
答

は
、
以
下
の
四
項
で
あ
っ
た
（
（4
（

。

第
一�　

外
務
省
ノ
説
ニ
方
今
日
本
国
ノ
進
歩
ハ
有
名
無
実
ナ
リ
、
則
チ
其
進

歩
ハ
只
其
外
貌
ニ
限
リ
其
気
質
意
向
心
思
ニ
及
バ
ス
、
故
ニ
西
方
諸
国

ト
同
地
位
ニ
置
キ
以
テ
之
ニ
接
ス
ル
事
能
ハ
ズ

第
二　

信
書
局
ノ
長
官
ハ
、
日
本
ト
郵
便
交
換
条
約
ノ
主
意
ニ
抗
論
セ
リ

第
三　

日
本
国
ニ
於
テ
領
事
裁
判
ノ
権
ハ
、
方
今
之
ヲ
廃
ス
ル
能
ハ
ズ

第
四�　

運
上
所
税
目
ハ
改
正
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
カ
如
シ
、
恐
ク
尽
ク
之
ヲ

変
改
ス
ヘ
シ

　

郵
便
交
換
条
約
の
拒
否
だ
け
で
な
く
、
条
約
改
正
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
否
定

し
た
の
で
あ
る
。
本
野
は
「
同
人
私
ノ
会
話
ニ
付
其
御
含
ニ
テ
御
一
覧
可
被
下
候
（
（4
（

」

と
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
態
度
を
一
変
さ
せ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
日

本
の
文
明
化
に
否
定
的
で
あ
っ
た
パ
ー
ク
ス
の
意
見
に
沿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
五
月
六
日
、
マ
ル
シ
ャ
ル
は
ダ
ー
ビ
ー
に
対
し
、
私
信
の
形



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

九

で
日
本
の
立
場
を
踏
み
込
ん
で
説
明
し
た
（
（4
（

。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
地
開
放
を
求
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
治
外
法
権
の
撤
廃

を
条
件
と
す
る
日
本
と
の
対
立
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ

だ
け
は
日
本
の
姿
勢
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
と
い
う
異
な
る
対
応
を
示
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
以
前
失
っ
た
日
本
に
対
す
る
影
響
力
を
急
速
に
回
復
し
て
い
る
、
と
指

摘
し
、
と
く
に
日
本
は
国
家
と
し
て
の
尊
厳
と
独
立
を
回
復
す
る
手
段
と
し
て
、

郵
便
条
約
の
締
結
を
求
め
て
い
る
が
、
郵
便
交
換
条
約
は
、
１
．
在
日
郵
便
局
を

廃
止
す
る
こ
と
、
２
．
日
本
の
在
外
公
館
を
通
じ
た
外
交
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
列
強
の
在
日
外
交
団
を
経
由
し
な
い
外
交
ル
ー
ト
を
確
立
す
る
こ
と
、

の
２
点
に
お
い
て
、
日
本
の
国
権
回
復
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
が
応
じ
た
条
約
締
結
に
英
仏
が
応
ず
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
影
響
力

の
増
大
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

　

も
し
、
郵
便
条
約
と
関
税
自
主
権
の
交
渉
が
順
調
に
進
展
す
れ
ば
、
日
本

政
府
は
過
酷
な
領
事
裁
判
権
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
一
時
的
に
延
期
す

る
こ
と
を
甘
ん
じ
て
う
け
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
率
直
に
言
う
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。「
我
々
は
直
ち
に
領
事
裁
判
権
を
全
て
削
除
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
我
々
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
は
実
に
複
雑
で
、

利
害
関
係
は
煩
瑣
で
込
み
入
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
に
は
こ
の
問
題

を
永
続
さ
せ
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
が
日
本
に
と
っ
て
相
応
し

く
な
く
、
現
在
そ
う
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
恒
常
的
な
制
度
と
し
て
維
持
し

よ
う
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
認
め
て
い
ま
す
。
現
在
貴
国
が
準

備
を
進
め
て
い
る
新
法
典
が
完
成
し
、
裁
判
制
度
が
整
え
ば
、
領
事
裁
判
権

廃
止
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
混
合
裁
判
制
を
採
用
す
る
こ
と
を
受
入
れ
る

で
し
ょ
う
。
我
々
は
貴
国
と
直
ち
に
こ
の
制
度
の
協
議
に
入
る
用
意
が
あ
り

ま
す
」
と
。

　

も
し
英
仏
両
国
が
こ
う
し
た
姿
勢
を
と
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
影

響
力
は
消
失
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
条
約
改
正
と
か
ら
め
て
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
を

引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
は
、
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
は
文

明
国
の
証
明
で
あ
り
、
条
約
改
正
に
匹
敵
す
る
重
要
性
が
あ
る
と
捉
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
く
に
後
年
の
条
約
改
正
交
渉
で
大
問
題
と
な
る
混
合
裁
判
制
の
導
入

を
日
本
側
か
ら
提
案
し
た
点
で
興
味
深
い
（
（4
（

。

　

し
か
し
、
五
月
二
十
六
日
、
ダ
ー
ビ
ー
は
郵
便
交
換
条
約
に
つ
い
て
本
野
に
宛

て
て
以
下
の
手
記
を
送
り
、
改
め
て
締
結
に
否
定
的
な
姿
勢
を
明
確
に
し
た
の
で

あ
る
。我

皇
帝
陛
下
の
政
府
に
於
て
熟
考
を
遂
げ
、
尚
右
事
件
に
付
て
外
関
係
の
各

国
と
も
打
合
候
処
、
既
ニ
合
衆
国
ト
ハ
貴
翰
御
来
示
ノ
款
条
案
同
様
ノ
振
合

ニ
テ
郵
便
定
約
取
結
相
成
候
趣
、
我
政
府
ニ
於
テ
致
承
知
候
、
就
テ
ハ
右
ノ

定
約
実
地
施
行
ノ
場
合
ニ
至
リ
日
本
郵
便
局
エ
依
頼
ノ
信
書
度
如
斯
安
全
ニ

来
著
候
哉
、
其
辺
ノ
実
証
相
顕
レ
候
迄
ハ
当
国
ト
日
本
国
ト
ノ
郵
便
通
信
ハ

従
来
ノ
法
方
ニ
テ
別
ニ
相
改
不
申
候
ト
モ
可
然
、
我
政
府
ノ
見
込
ニ
有
之
候
（
（4
（
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イ
ギ
リ
ス
は
、
治
外
法
権
の
撤
廃
に
は
応
じ
ず
、
郵
便
条
約
に
つ
い
て
も
否
定

的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
ま
し
て
や
条
約
改
正
交
渉
へ
の
展
望
は
開
け
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
二
年
前
の
岩
倉
使
節
団
に
対
す
る
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
と
は
か
な
り

異
な
る
態
度
で
あ
る
が
、
こ
の
外
交
姿
勢
の
不
連
続
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
イ

ギ
リ
ス
の
政
権
交
代
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

前
任
の
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
一
八
七
二
年
十
一
月
に
岩
倉
具
視
と
会
見
し
た
時
、

本
国
外
務
省
が
日
本
の
実
情
を
全
く
理
解
し
て
お
ら
ず
、
両
国
の
意
思
疎
通
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
パ
ー
ク
ス
に
対
し
て
強
い
不
信
感
を
抱
き
、
パ
ー
ク
ス
の

提
案
は
受
け
付
け
な
い
、
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
明
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
討
論
討
議
が
終
わ
り
、
貴
殿
が
何
か
明
確
な
提
案
を
出
す
と

き
が
来
た
ら
、
私
は
時
を
移
さ
ず
直
ち
に
貴
殿
に
対
し
最
終
訓
令
を
発
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
間
に
、
少
し
で
も
提
案
ら
し
き
こ
と
を
す
れ
ば
、
貴

殿
に
迷
惑
が
ふ
り
か
か
る
だ
け
で
あ
る
（
（4
（

　

し
か
し
、
政
権
交
代
に
よ
り
パ
ー
ク
ス
の
強
硬
方
針
が
復
活
し
、
デ
ィ
ズ
レ
ー

リ
内
閣
の
対
日
政
策
は
以
前
の
強
硬
路
線
に
回
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
（4
（

。

　

ち
な
み
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
時
期
の
日
英
関
係
は
、
幕
末
以
来
最
も
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
七
四
年
四
月
八
日
の
サ
ト
ウ

の
日
本
人
従
者
の
逮
捕
事
件
お
よ
び
五
月
六
日
の
日
本
官
憲
の
公
使
館
立
ち
入
り

と
日
本
人
官
員
の
執
務
妨
害
事
件
を
重
視
し
て
い
た
（
（5
（

。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
「
従

来
日
本
に
お
い
て
外
国
人
が
享
受
し
て
い
た
権
利
の
縮
小
や
自
由
の
阻
害
が
顕
著

に
な
る
よ
う
な
場
合
、
日
本
政
府
は
大
英
帝
国
と
の
友
好
を
期
待
し
て
は
い
け
な

い
（
（5
（

」
と
の
警
告
を
発
し
た
。
一
八
七
四
年
九
月
十
五
日
、
パ
ー
ク
ス
は
日
本
政
府

に
こ
れ
を
伝
達
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
日
本
の
反
英
的
姿
勢
の
強
さ
に
つ
い
て
、

本
国
に
報
告
し
て
い
る
。

私
は
日
本
外
務
卿
に
対
し
て
、
現
政
府
が
と
っ
て
い
る
非
友
好
的
な
態
度
に

よ
り
、
本
国
で
は
好
意
的
で
は
な
い
意
見
が
惹
起
さ
れ
て
お
り
、
強
い
不
満

を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
苦
痛
で
あ
る
、
と
申
し
入
れ
ま
し
た
（
（5
（

。

　

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
は
、
当
初
フ
ラ
ン
ス
側
も
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
一
八
七

四
年
二
月
十
二
日
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
前
島
に
宛
て
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
と

の
郵
便
交
換
条
約
が
七
三
年
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
の
同
意
を
得
て
フ
ラ
ン
ス
の
承

認
を
待
つ
ま
で
に
至
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
調
印
を
拒
否
し
た
た
め
、
条
約

の
成
立
が
見
通
せ
ず
、
日
本
と
の
交
渉
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
の
申
牒
を

送
っ
て
き
た
（
（5
（

。
そ
の
後
米
仏
条
約
は
成
立
し
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
姿
勢
は
一

変
し
た
。
十
一
月
十
八
日
、
駐
仏
公
使
鮫
島
尚
信
は
、
日
仏
条
約
が
不
成
立
と
な
っ

た
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
寺
島
に
報
告
し
て
い
る
。

　

御
国
（
日
本
―
筆
者
注
）
郵
便
方
法
等
全
く
不
信
用
と
相
見
申
候
、
乍
去

表
向
は
英
国
と
同
意
の
名
義
を
仮
り
右
回
答
相
成
候
儀
と
存
候
…
…
英
国
政

府
及
ひ
日
本
在
留
の
公
使
等
へ
も
度
々
問
合
相
成
候
様
承
及
候
末
到
底
今
般

の
回
答
趣
旨
に
相
決
候
段
残
懐
不
少
被
存
候
（
（5
（

　

フ
ラ
ン
ス
は
当
初
は
基
本
的
に
同
意
し
て
い
た
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
強

硬
姿
勢
を
受
け
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
に
同
調
し
た
の
で
あ
る
。



国
際
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便
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ワ
ー
ク
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め
ぐ
る
国
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一
一

　

ま
た
ド
イ
ツ
は
条
約
締
結
に
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、「
皇
独
両
国
間
に
未
だ
定
期

航
通
の
船
路
も
無
之
故
に
仮
令
締
約
相
成
候
共
之
を
実
施
す
る
の
手
段
無
之
（
（5
（

」、
実

効
性
が
な
い
と
し
て
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
交
渉
は
す
べ
て
不
成
立
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
郵
便
局

廃
止
後
も
、
英
仏
の
郵
便
局
は
依
然
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
国
際
郵
便
輸
送
を
め
ぐ
る
日
英
関
係

上
海
航
路
の
開
設
と
上
海
郵
便
局
の
設
置

　

日
米
郵
便
交
換
条
約
は
、
条
約
発
効
後
も
国
際
郵
便
輸
送
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ

カ
に
全
面
的
に
依
存
す
る
と
い
う
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
七
五
年
二
月
に

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
横
浜・

上
海
線
を
開
設
し
、
同
航
路
を
運
航
し
て
い
た
ア

メ
リ
カ
の
太
平
洋
郵
船
と
の
競
争
の
末
、
十
月
に
同
社
の
横
浜・

上
海
線
を
汽
船

四
隻
と
と
も
に
七
八
万
ド
ル
で
買
収
し
、
中
国
向
け
郵
便
輸
送
の
委
任
を
受
け
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
片
務
性
は
改
善
さ
れ
た
。

　

八
か
月
に
お
よ
ぶ
三
菱
と
太
平
洋
郵
船
と
の
競
争
は
、
激
し
い
運
賃
引
下
げ
競

争
を
と
も
な
う
激
烈
な
競
争
で
あ
り
、
三
菱
の
成
立
期
に
お
け
る
危
機
と
し
て
特

筆
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
欧
米
船
の
定
期
航
路
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
定
期

航
路
経
営
と
郵
便
輸
送
は
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
三
菱
に
よ
る
上
海
航
路

の
開
設
理
由
と
し
て
大
隈
大
蔵
卿
が
挙
げ
た
の
も
、
上
海
へ
の
「
公
便
」
輸
送
の

確
保
で
あ
っ
た
。
政
府
は
上
海
航
路
維
持
の
た
め
年
額
二
十
万
円
の
補
助
金
を
三

菱
に
交
付
し
、
さ
ら
に
太
平
洋
郵
船
の
買
収
資
金
と
し
て
八
十
万
円
を
貸
し
下
げ

て
い
る
（
（5
（

。
上
海
航
路
の
開
設
は
、
企
業
間
競
争
の
み
な
ら
ず
国
家
の
外
交
的
戦
略

上
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
大
久
保
利
通
は
一
八
七
五
年
九
月
二
十
二
日
の
三
条
宛
伺
の

な
か
で
こ
う
記
し
て
い
る
。

為
ニ
海
運
ノ
実
興
ス
ベ
キ
基
ヲ
建
ツ
ベ
ク
、
依
テ
物
産
工
業
ノ
増
殖
ヲ
媒
ス

ベ
ク
或
ハ
米
穀
偏
滞
ノ
患
ヲ
除
キ
（
地
祖
改
正
ノ
後
ハ
最
モ
肝
要
ノ
件
ナ
ル

ベ
シ
）
日
支
貿
易
増
進
ノ
介
ヲ
成
シ
、
又
此
両
国
間
郵
便
専
占
ノ
権
ヲ
領
シ

（
此
事
小
ナ
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
国
誉
ニ
係
ル
甚
タ
大
ニ
シ
テ
且
是
ヨ
リ
収
ム

ル
利
益
モ
亦
尠
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
）、
且
其
機
会
ニ
際
会
シ
テ
ハ
沿
海
航
運
防
護

ノ
法
ヲ
施
ス
ベ
キ
実
勢
ヲ
現
ニ
占
メ
得
ル
大
利
益
モ
亦
随
テ
茲
ニ
生
ス
ベ
シ
（
（5
（

　

継
承
し
た
国
際
郵
便
輸
送
が
「
国
誉
」
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
象
で
あ
り
、
日

本
の
国
権
の
回
復
に
寄
与
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
が
海
外
定
期
航
路
を
保

有
し
、
国
際
郵
便
輸
送
を
継
続
し
て
経
営
す
る
力
が
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
は
、

郵
便
交
換
条
約
を
締
結
す
る
根
拠
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

太
平
洋
郵
船
に
対
す
る
郵
便
補
助
契
約
が
継
続
中
で
あ
っ
た
た
め
、
買
収
汽
船

四
隻
の
う
ち
ネ
バ
ダ
号
の
み
は
三
菱
へ
の
傭
船
の
形
を
と
り
、
暫
定
的
に
ア
メ
リ

カ
船
籍
を
残
し
て
い
る
（
（5
（

。
し
か
し
、
そ
れ
も
太
平
洋
郵
船
に
対
す
る
航
路
補
助
契

約
の
終
了
に
よ
り
、
七
七
年
一
月
二
十
四
日
に
三
菱
に
譲
渡
さ
れ
た
。

　

上
海
か
ら
日
本
向
け
の
郵
便
輸
送
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
五
年
十
月
二
十
四
日
、

内
務
卿
大
久
保
利
通
は
上
海
郵
便
局
の
設
置
を
求
め
る
次
の
伺
を
三
条
実
美
に
上

申
し
た
。
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是
迄
上
海
ヨ
リ
長
崎
首
横
浜
等
ヘ
差
立
候
郵
便
ハ
上
海
出
張
米
国
郵
便
局

ニ
テ
之
ヲ
掌
リ
、
太
平
洋
郵
便
会
社
ノ
船
ヲ
以
コ
レ
ヲ
運
漕
候
儀
ニ
有
之
候

処
、
今
般
右
船
々
ハ
三
菱
会
社
ヘ
買
入
結
約
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
、
約
定
期
限

中
子
バ
タ
号
ヲ
除
キ
右
郵
便
局
ハ
其
郵
便
ヲ
運
漕
ス
ヘ
キ
当
然
ノ
船
々
無
之

ニ
至
リ
、
又
吾
政
府
ニ
於
テ
ハ
其
当
然
ノ
船
ヲ
互
地
ニ
定
期
運
航
セ
シ
メ
候

上
ハ
、
互
地
往
復
ノ
郵
便
ヲ
統
轄
致
シ
候
儀
ハ
至
当
ノ
道
理
ニ
有
之
候
間
、

上
海
ニ
於
テ
吾
郵
便
局
ヲ
御
設
立
右
定
期
運
航
船
ヲ
以
運
送
ス
ル
所
ノ
郵
便

ヲ
管
掌
為
致
度
（
（5
（

　

伺
は
直
ち
に
聞
き
届
け
ら
れ
、
十
月
二
十
九
日
、
外
務
省
に
対
し
て
品
川
忠
道

領
事
へ
上
海
郵
便
局
総
轄
兼
務
が
命
ぜ
ら
れ
、
即
日
品
川
に
達
せ
ら
れ
た
（
（6
（

。
上
海

郵
便
局
は
一
八
七
六
年
四
月
十
五
日
、
上
海
総
領
事
館
内
に
開
設
さ
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
対
抗
措
置

　

こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
、
翌
七
六
年
二
月
、
東
洋
に
お
け
る
最
大
の
定
期

航
路
企
業
で
あ
るP&

O

に
、
横
浜・

上
海
線
を
開
設
さ
せ
、
三
菱
と
の
競
争
が

惹
起
さ
れ
た
。
日
本
側
の
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
は
こ
の
競
争
を
「
非
常
事
態
」
と

し
て
、
社
長
の
月
給
を
半
減
、
幹
部
社
員
の
月
給
の
三
分
の
一
を
減
ず
る
な
ど
の

経
費
節
減
策
を
講
じ
、P&

O

と
の
競
争
に
社
運
を
賭
け
た
競
争
を
挑
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
（
（6
（

。

　

し
か
し
、
競
争
に
敗
れ
て
航
路
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
は
、
三
菱
だ
け
の
問
題
に

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
国
際
的
郵
便
網
参
加
の
足
掛
か
り
を
失
う
事
で
あ
り
、
ひ
い

て
は
日
本
の
近
代
化
へ
の
評
価
が
低
下
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

P&
O

と
日
本
政
府
の
仲
介
役
で
あ
っ
た
バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
（J. M

. Batchelder

）

は
、
七
六
年
二
月
二
十
四
日
の
大
隈
宛
て
書
簡
で
こ
う
述
べ
て
い
る
（
（6
（

。

　

英
国
郵
船
の
横
浜
上
海
の
間
に
航
通
す
る
間
は
迚
も
貴
国
政
府
は
英
国
を

し
て
…
…
日
本
と
の
郵
便
条
約
を
結
ぶ
を
肯
ぜ
し
む
る
あ
た
は
ず
、
又
英
国

郵
船
と
頡
頏
す
る
間
は
貴
国
郵
船
は
決
し
て
日
本
沿
海
貿
易
を
占
む
る
を
得

ず
、
且
つ
条
約
改
正
に
於
て
日
本
海
の
航
権
を
握
る
あ
た
は
ず
（
是
れ
日
本

に
属
す
べ
き
の
権
に
し
て
米
国
を
除
き
未
だ
他
の
諸
国
に
は
許
さ
れ
ざ
る
も

の
）、
況
ん
や
彼
の
「
エ
キ
ス
テ
ル
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ー
」
に
於
て
其
要
す
べ
き

の
進
歩
を
な
す
を
得
べ
け
ん
や

　

若
し
閣
下
は
余
の
陳
述
す
る
所
に
随
ひ
、
僅
に
弍
十
四
万
弗
を
以
て
此
英

国
郵
船
「
彼
阿
」
会
社
上
海
の
支
線
を
購
買
せ
ば
、
欧
州
と
の
郵
便
条
約
を

締
結
す
る
為
め
の
障
礙
を
除
去
す
る
あ
ら
ん

如
斯
な
せ
ば
貴
国
の
旧
約
条
面
に
於
て
日
本
の
付
与
せ
ら
れ
た
る
「
エ
キ
ス

ト
ラ
テ
ル
リ
ト
リ
ア
リ
チ
ー
」
の
全
権
を
復
し
条
約
改
正
を
践
行
し
、
併
せ

て
条
約
諸
港
と
の
間
に
内
海
航
通
の
権
を
取
戻
す
事
を
得
べ
し
、
然
る
上
に

て
輸
入
税
を
改
定
し
て
其
製
造
品
を
保
護
す
る
あ
る
べ
し
、
左
す
れ
ば
日
本

人
民
は
諸
般
の
国
民
中
に
あ
っ
て
一
層
通
商
と
政
治
上
と
の
最
大
基
本
を
占

む
る
べ
し

　

バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
は
、P&

O

が
航
路
を
維
持
す
る
限
り
、
郵
便
交
換
条
約
も
締
結

で
き
ず
、
沿
岸
航
海
権
も
確
保
で
き
ず
、
条
約
改
正
も
進
展
し
な
い
、
と
し
、
二



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

一
三

十
四
万
ド
ル
で
上
海
支
線
を
就
航
汽
船
と
と
も
に
購
入
す
れ
ば
、
懸
案
の
日
英
郵

便
交
換
条
約
の
締
結
と
「
内
海
航
通
ノ
権
」
を
確
保
出
来
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
逆
に
言
え
ば
、P&

O

が
上
海
航
路
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
次
の
二
点
に

お
い
て
日
本
の
国
権
回
復
の
障
害
と
な
る
、
と
牽
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一

は
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
航
路
の
継
続
中
は
郵
便
交
換
条
約
の
交
渉
に
応
ぜ
ず
、
郵
便

事
業
を
通
じ
た
国
権
回
復
が
進
展
し
な
い
こ
と
、
第
二
は
、
日
本
沿
岸
航
路
で
の

活
動
を
許
す
こ
と
に
よ
り
、
一
旦
外
国
船
の
駆
逐
に
成
功
し
た
沿
岸
航
権
が
ふ
た

た
び
侵
害
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、P&

O

の
横
浜・

上
海
線
の
買
収
が
、
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
お
よ
び

条
約
改
正
へ
の
条
件
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
で
、P&

O

社
の
上
海
航
路
の
継

続
中
は
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
と
の
郵
便
交
換
条
約
の
交
渉
に
応
ず
る
こ
と
は
な
く
、

郵
便
事
業
を
通
じ
た
国
権
回
復
を
実
現
さ
せ
な
い
こ
と
を
暗
に
主
張
し
た
の
で
あ

る
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
条
約
改
正
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の
な
か
で
「
独
立
不
覊

ナ
ル
邦
国
ノ
主
権
ニ
付
属
セ
ル
五
個
ノ
重
立
チ
タ
ル
標
章
」
と
し
て
、
関
税
自
主

権
、
治
外
法
権
の
廃
止
等
と
並
ん
で
、
自
国
船
が
専
有
す
べ
き
沿
岸
航
海
の
権
利

を
挙
げ
て
い
る
（
（6
（

。
つ
ま
り
、P&

O

の
参
入
は
沿
岸
航
海
の
権
利
を
脅
か
し
、
条
約

改
正
の
根
拠
を
薄
弱
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

P&
O

は
七
六
年
二
月
二
十
六
日
、
オ
リ
ッ
サ
号
の
横
浜
出
港
を
皮
切
り
に
、
二

月
か
ら
七
月
に
横
浜・

上
海
間
航
路
に
配
船
し
、
三
菱
と
の
競
争
が
惹
起
さ
れ
た
。

日
本
側
の
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
は
競
争
を
「
非
常
事
態
」
と
し
て
、P&

O

と
の
競

争
に
社
運
を
賭
け
た
競
争
を
挑
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
が
、
上
海
航
路
維
持
の
た
め
講
じ
た
対
策
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

船
客
取
扱
上
に
お
け
る
外
国
船
に
対
す
る
差
別
措
置
で
あ
る
。
三
月
十
八
日
に
制

定
さ
れ
た
外
国
船
乗
組
規
則
の
狙
い
は
、
外
国
船
乗
船
に
煩
雑
な
手
続
き
を
課
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
旅
行
者
の
外
国
船
乗
組
み
を
阻
止
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
外
国
船
乗
組
規
則
の
効
果
は
大
き
く
、P&

O

は
「
最
早
旅
客
ヲ
集
ル
事
能
ハ

サ
ル
（
（6
（

」
状
況
と
な
っ
た
。

　

こ
の
措
置
は
外
交
問
題
に
発
展
し
た
。
三
月
二
十
日
、
寺
島
と
の
対
話
の
中
で

パ
ー
ク
ス
は
「
右
規
則
ハ
日
本
人
ヲ
シ
テ
外
国
船
ニ
乗
リ
航
行
セ
シ
メ
ザ
ル
為
メ

ニ
取
設
ケ
ラ
レ
シ
ナ
ラ
ン
（
（6
（

」
と
抗
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
寺
島
外
務
卿
は
、「
犯

罪
人
航
路
逃
亡
」
取
締
り
が
目
的
で
あ
る
と
釈
明
し
、
さ
ら
に
同
二
十
五
日
に
は
、

乗
組
阻
止
の
た
め
な
ら
ば
「
又
外
ニ
可
成
次
第
も
可
有
事
」
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
パ
ー
ク
ス
は
四
月
十
八
日
に
「
今
日
に
至
り
日
本
人
の
外
船
に
乗
者
無

之
様
相
成
候
」
と
し
て
、
強
硬
に
規
則
の
廃
止
を
申
入
れ
た
た
め
、
四
月
二
十
九

日
、
日
本
側
は
、
規
則
の
目
的
は
手
続
き
の
強
制
で
あ
り
収
納
で
は
な
い
と
し
て

当
初
二
十
五
銭
だ
っ
た
手
数
料
を
十
銭
に
引
下
げ
た
（
（6
（

。

　

パ
ー
ク
ス
は
な
お
抗
議
を
続
け
た
が
、
寺
島
は
「
外
国
船
我
国
船
同
様
我
管
轄

に
属
し
候
様
相
成
候
へ
は
、
右
様
別
種
の
規
則
を
設
立
候
に
不
及
事
に
可
有
之
（
（6
（

」

と
し
て
、
最
終
的
に
つ
っ
ぱ
ね
て
い
る
が
、
パ
ー
ク
ス
は
、
七
月
三
十
一
日
に
は
、

P&
O

の
航
路
撤
退
は
外
国
船
乗
込
規
則
に
よ
る
損
害
の
た
め
で
あ
る
と
口
を
極
め

て
抗
議
し
て
い
る
（
（6
（

。
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結
局
こ
の
競
争
は
短
期
間
で
収
束
し
、P&

O

は
七
六
年
七
月
に
航
路
か
ら
撤
退

し
、
三
菱
は
航
権
を
保
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
牽
制
策
は
奏
功

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

４
．
万
国
郵
便
連
合
加
盟

二
国
間
条
約
か
ら
多
国
間
条
約
へ

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
国
間
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
英
仏
が
郵
便
交
換

条
約
を
締
結
し
て
郵
便
業
務
を
日
本
に
引
き
渡
す
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
事

態
は
頓
挫
し
た
。

　

事
態
の
打
開
を
図
る
駐
英
公
使
上
野
景
範
は
、
マ
ル
シ
ャ
ル
と
相
談
の
上
郵
便

交
換
条
約
の
草
案
を
起
草
し
、
一
八
七
五
年
二
月
二
日
、
関
係
国
の
駐
在
公
使
へ

回
覧
し
た
。
上
野
は
駐
独
公
使
青
木
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

仏
英
両
政
府
は
、
方
今
本
邦
の
郵
便
規
則
幷
実
際
施
行
未
た
完
備
不
致
と
推

考
し
て
右
交
換
条
約
の
事
を
嫌
ひ
候
へ
と
も
、
右
は
独
立
政
府
の
権
理
を
侵

し
候
姿
に
相
当
り
、
且
は
右
事
件
外
国
政
府
え
差
許
候
事
も
曾
て
無
之
、
勿

論
定
約
書
中
に
は
聊
か
右
等
の
事
記
載
無
之
…
…
一
日
も
早
く
横
浜
外
国
郵

便
局
を
廃
し
候
様
に
尽
力
致
候
は
、
我
等
職
分
の
事
と
存
候
（
（6
（

　

し
か
し
、
こ
の
草
案
に
は
、「
若
し
此
談
判
を
英
政
府
に
て
猶
更
相
拒
候
節
は
無

拠
在
日
本
の
英
国
郵
便
局
は
六
ケ
月
を
限
り
閉
局
す
べ
し
（
（7
（

」
と
い
う
、「
国
誉
」
を

重
ん
ず
る
あ
ま
り
の
強
硬
手
段
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
日
米
郵
便
交
換
条
約
の

発
効
を
受
け
て
の
姿
勢
と
思
わ
れ
る
。
ト
ル
コ
が
英
独
仏
の
抵
抗
を
受
け
な
が
ら

も
郵
便
輸
送
は
自
己
の
国
権
で
あ
る
、
と
し
て
新
令
を
発
し
た
事
も
一
種
の
追
い

風
と
捉
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
（7
（

。
起
草
し
た
マ
ル
シ
ャ
ル
は
「
聊
か
差
支
有
之
間

敷
（
（7
（

」
と
し
た
が
、
駐
英
公
使
代
理
中
野
健
明
は
、「
六
ケ
月
に
は
閉
局
の
手
数
不
相

運
候
は
ゝ
日
本
政
府
の
威
権
相
立
か
ね
候
（
（7
（

」
と
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
青

木
駐
独
公
使
は
、「
強
て
英
仏
の
不
肯
に
逆
候
義
は
亦
無
益
の
『
ポ
リ
チ
ッ
ク
』（
（7
（

」

と
コ
メ
ン
ト
し
、
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
英
仏
独
と
の
交
渉
を
急
ぐ
政

府
と
、
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
交
渉
に
あ
た
る
在
欧
外
交
官
と
の
間
で
生
じ
た
一
時

の
齟
齬
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
か
ら
前
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
万
国
郵
便
連
合
へ

の
加
盟
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
状
況
は
一
八
七
五
年
四
月
に
大
き
く
変
化

し
た
。
駐
独
公
使
青
木
周
蔵
は
、
四
月
四
日
に
ド
イ
ツ
郵
政
長
官
ス
テ
フ
ァ
ン

（D
r. Stephan

）
と
内
談
し
た
際
、
二
国
間
条
約
は
「
固
よ
り
無
益
」
で
「『
ベ
ル

ン
』
の
一
般
郵
便
条
約
え
御
参
入
可
然
」
と
助
言
さ
れ
、
こ
れ
を
翌
五
日
に
駐
英

公
使
上
野
景
範
に
伝
え
た
の
で
あ
る
（
（7
（

。

　

青
木
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

現
今
俄
に
郵
便
局
廃
止
の
義
、
各
国
政
府
え
相
迫
候
は
千
萬
我
政
府
の
拙
策

に
帰
す
へ
し
、
就
て
は
不
日
瑞
西
「
ベ
ル
ン
」
府
に
て
一
般
郵
便
条
約
の
会

盟
設
立
有
之
、
殊
に
「
ト
ル
コ
」
国
も
同
盟
致
し
居
候
義
に
付
、
我
政
府
に

於
て
も
先
つ
右
へ
加
入
外
国
郵
便
局
廃
止
の
事
は
除
々
に
相
諮
候
方
可
然
旨
、

独
乙
国
郵
便
長
官
ス
テ
ッ
プ
ハ
ー
ン
氏
よ
り
内
話
有
之
（
（7
（

　

ス
テ
フ
ァ
ン
は
、



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

一
五

英
仏
のConservate pretention

を
嫌
ひ
…
…
百
端
両
国
の
処
行
を
非
放
い

た
し
候
、
末
我
政
府
右
一
般
郵
便
社
え
御
加
入
の
義
は
独
逸
政
府
に
て
定
て

不
同
意
も
有
之
間
敷
候
、
左
候
は
ゝ
同
政
府
よ
り
先
つ
合
衆
国
政
府
え
致
照

会
、
尋
ゐ
て
各
国
の
全
権
を
会
し
可
決
可
否
（
（7
（

と
説
明
し
、
前
年
十
月
九
日
に
締
結
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
般
郵
便
条
約
に
つ
い
て

畢
竟
一
般
郵
便
社
を
致
設
置
候
義
は
、
往
々
万
国
の
郵
便
規
則
を
可
帰
一
轍

趣
意
に
起
候
間
、
御
入
社
の
義
は
到
底
御
勝
手
の
御
事
（
（7
（

と
、
加
盟
を
推
奨
し
た
の
で
あ
る
。

　

青
木
は
、
七
五
年
二
月
の
段
階
で
は
、
ド
イ
ツ
と
の
郵
便
交
換
は
英
仏
の
仲
介

が
必
要
な
た
め
、
英
仏
と
の
条
約
締
結
の
上
「
尚
ほ
必
需
の
事
情
有
之
候
は
ゝ
（
（7
（

」

締
結
す
べ
き
で
あ
る
と
進
言
し
て
い
た
が
（
（8
（

、
ド
イ
ツ
か
ら
国
際
機
関
へ
の
加
盟
を

推
奨
さ
れ
た
こ
と
で
、
打
開
策
を
見
出
し
た
。
日
本
は
、
英
仏
と
の
二
国
間
条
約

の
締
結
を
断
念
し
、
七
四
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
万
国
郵
便
連
合
へ
の
加
入
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
反
対
を
打
破
す
る
戦
略
に
出
た
の
で
あ
る
。

　

四
月
八
日
、
青
木
は
寺
島
に
宛
て
て
「
万
国
郵
便
連
合
条
約
に
加
入
せ
は
郵
便

交
換
条
約
を
各
国
別
に
締
結
す
る
の
必
要
な
る
べ
き
（
（8
（

」
と
の
文
書
を
送
り
、
次
の

よ
う
に
意
見
を
具
申
し
て
い
る
。

愚
存
に
て
は
我
政
府
右
条
約
を
各
国
と
各
己
に
御
取
結
被
成
候
義
は
千
万
無

要
而
巳
な
ら
ず
、
強
て
英
仏
の
不
肯
に
逆
候
義
は
亦
無
益
の
「
ポ
リ
チ
ッ
ク
」

と
存
候
間
、
宜
く
昨
年
瑞
西
国
「
ベ
ル
ン
」
府
に
て
取
極
相
成
候
一
般
郵
便

社
え
御
加
入
有
之
度
存
候
（
（8
（

　

こ
の
、
四
月
八
日
の
「
一
般
郵
便
社
」
す
な
わ
ち
万
国
郵
便
連
合
へ
の
加
入
を

寺
島
に
進
言
し
た
文
書
は
、
五
月
二
十
七
日
に
外
務
省
に
到
着
し
た
。

　

ま
た
四
月
五
日
に
青
木
か
ら
連
絡
を
受
け
た
上
野
は
、
四
月
十
二
日
に
青
木
に

あ
て
て現

今
英
仏
か
我
開
港
場
え
設
立
有
之
候
郵
便
局
を
急
に
可
廃
止
相
迫
り
候
義

は
千
万
我
政
府
の
拙
策
に
可
帰
候
間
、
エ
ジ
フ
ト
ト
ル
コ
の
例
に
倣
ひ
瑞
西

ベ
ル
ン
の
一
般
郵
便
条
約
会
議
え
入
社
致
候
方
可
然
且
我
政
府
右
会
議
へ
入

社
の
儀
は
独
乙
政
府
に
て
は
不
同
意
有
之
間
敷
旨
申
候
趣
御
来
示
の
委
細
致

承
知
候
右
に
付
拙
者
に
も
至
急
同
意
に
有
之
候
（
（8
（

と
書
き
送
り
、
郵
便
連
合
の
集
会
が
五
月
五
日
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、「
神
速
電
信

を
以
（
（8
（

」
本
省
へ
加
入
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

青
木
は
四
月
十
四
日
に
、
加
盟
に
つ
い
て
は
五
月
の
集
会
に
限
ら
ず
い
つ
で
も
委

任
全
権
を
が
ス
イ
ス
政
府
に
照
会
す
れ
ば
問
題
な
い
、
と
の
回
答
を
送
っ
た
。
四

月
二
十
日
、
上
野
は
寺
島
に
宛
て
て
、
郵
便
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
は
ト
ル
コ

と
も
同
調
し
て
い
る
の
で
、
連
合
加
盟
を
優
先
し
外
国
郵
便
局
廃
止
の
件
は
「
除
々

に
相
謀
（
（8
（

」
る
こ
と
、「
全
体
右
事
情
は
未
た
政
府
に
於
て
御
承
知
無
之
と
存
候
間
仮

令
電
信
を
以
伺
候
と
も
神
速
御
決
議
委
任
の
命
は
下
る
間
敷
（
（8
（

」
た
め
、
ス
テ
フ
ァ

ン
や
連
合
の
本
部
ベ
ル
ン
と
の
交
渉
を
考
え
、
万
国
郵
便
連
合
へ
の
加
盟
交
渉
は

青
木
に
全
権
委
任
す
る
こ
と
を
寺
島
に
進
言
し
た
。
こ
の
文
書
は
六
月
八
日
に
外

務
省
に
到
着
し
た
。

　

七
月
二
十
四
日
、
青
木
の
交
渉
を
受
け
て
、
駐
日
ド
イ
ツ
公
使
は
寺
島
に
郵
便
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交
換
条
約
に
つ
い
て
会
談
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
寺
島
か
ら
意
見
を
求
め
ら

れ
た
前
島
は
、
八
月
四
日
に
寺
島
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
意
見
を
送
っ
て
い
る
。

右
会
盟
エ
御
加
入
ノ
義
ハ
国
権
御
振
興
ノ
大
一
端
ニ
シ
テ
、
誠
ニ
下
官
ノ
職

掌
上
ニ
於
テ
ハ
無
此
上
希
望
ニ
有
之
候
…
…
且
上
野
青
木
両
公
使
来
翰
ノ
如

ク
ナ
レ
ハ
英
仏
等
エ
独
別
御
談
判
ノ
煩
雑
モ
無
之
一
挙
シ
テ
数
国
ノ
条
約
モ

相
整
ヒ
最
好
ノ
御
都
合
ト
奉
存
候
得
共
…
…
英
仏
両
政
府
ヨ
リ
吾
疆
内
ニ
建

設
セ
ル
郵
便
局
ヲ
解
鎖
不
致
候
テ
ハ
御
加
盟
ノ
詮
モ
如
何
有
之
哉
ト
苦
慮
仕

候
（
（8
（

　

前
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
意
見
を
打
診
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
寺
島
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
周
旋
が
あ
れ
ば
「
一
段
の
捷
径
」
と
し
て
パ
ー

ク
ス
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、「
公
使
の
口
気
尚
未
早
の
三
字
を
蓄
へ
居
り
（
（8
（

」
と
の
態

度
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
八
月
十
四
日
、
寺
島
は
ド
イ
ツ
臨
時
代
理
公
使
と
の
会
談
に
お
い
て
、

「
彌
加
盟
の
御
都
合
哉
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
先
つ
其
積
也
（
（8
（

」
と
返
答
し
、
一
年

後
の
加
盟
を
検
討
し
て
い
る
、
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

加
盟
の
実
現

　

一
八
七
六
年
四
月
二
十
日
、
青
木
周
蔵
は
、「
明
年
巴
里
の
郵
便
会
議
へ
加
入
義

最
も
新
な
る
一
案
な
れ
ば
今
直
ち
に
瑞
西
政
府
へ
仲
立
ち
を
頼
む
べ
し
と
独
乙
政

府
よ
り
懇
親
に
忠
告
せ
り
、
至
急
御
執
計
可
被
下
候
（
（9
（

」、
と
の
電
報
を
外
務
省
に
発

し
た
。
ス
イ
ス
は
万
国
郵
便
連
合
の
「
事
務
総
代
理
（
（9
（

」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
五
月
二
十
七
日
、
内
務
省
は
「
一
般
郵
便
会
盟
御
加
入
ノ
儀

ハ
御
国
ノ
体
面
ニ
就
テ
其
光
栄
ヲ
発
ス
ヘ
キ
幾
多
ノ
大
関
係
モ
有
之
甚
タ
希
望
候

一
事
ニ
有
之
候
（
（9
（

」
と
し
て
万
国
郵
便
連
合
へ
の
加
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
伺
を
提
出
し
、
六
月
五
日
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
は
ス
イ
ス
政
府
へ

の
依
頼
を
外
務
省
に
指
令
し
た
（
（9
（

。
翌
日
、
寺
島
外
務
卿
か
ら
青
木
に
対
し
交
渉
を

進
め
る
指
示
が
暗
号
電
報
で
発
せ
ら
れ
た
（
（9
（

。
交
渉
は
駐
独
特
命
全
権
公
使
青
木
周

蔵
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の
避
暑
の
た
め
遅
延
し
た
も
の
の
、
九
月

二
十
七
日
に
加
盟
の
意
向
が
青
木
か
ら
駐
独
ス
イ
ス
代
理
公
使
に
伝
え
ら
れ
た
（
（9
（

。

　

十
月
二
十
日
、
ス
イ
ス
政
府
「
万
国
郵
便
総
理
局
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
属
地
お
よ

び
英
領
イ
ン
ド
の
加
入
を
認
可
し
た
七
六
年
一
月
調
印
の
条
約
（
（9
（

に
準
拠
し
、
日
本

の
加
入
を
認
可
す
べ
し
と
の
回
章
を
加
盟
国
に
送
っ
た
の
で
あ
る
（
（9
（

。

　

十
月
二
十
七
日
、
青
木
公
使
は
寺
島
に
宛
て
て
、
日
本
の
加
盟
の
根
拠
を
質
し

た
ド
イ
ツ
政
府
に
対
す
る
説
明
内
容
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

現
今
我
郵
便
の
事
務
は
豁
国
一
轍
の
派
理
に
帰
し
、
通
信
の
際
啻
に
他
国
の

轉
介
を
不
要
而
巳
な
ら
ず
昨
年
三
菱
社
の
郵
便
船
数
艘
頻
に
日
本
支
那
海
に

致
往
復
候
以
来
、
現
に
長
崎
上
海
間
の
逓
送
は
殆
ど
全
く
日
本
会
社
の
轉
介

に
属
し
候
間
、
現
今
横
浜
香
港
の
間
に
致
往
復
候
英
仏
郵
船
も
追
て
競
争
の

利
益
無
之
、
終
に
自
己
の
意
を
以
廃
局
可
致
は
前
途
必
然
の
形
況
に
有
之
候
、

抑
我
郵
便
の
事
務
如
此
形
勢
乍
有
之
、
犯
て
他
国
の
郵
便
局
を
帝
域
に
差
起

候
て
は
実
国
体
に
も
関
係
有
之
候
云
々
致
主
張
申
候
（
（9
（

　

イ
ギ
リ
ス
は
認
め
な
か
っ
た
に
せ
よ
、P&

O

と
の
競
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

一
七

海
航
路
に
お
い
て
三
菱
が
航
権
を
保
持
し
た
こ
と
が
、
加
盟
の
有
力
な
根
拠
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
英
仏
の
郵
便
局
の
存
在
意
義
が
消
滅
し
て
廃

止
に
追
い
込
ま
れ
る
と
の
見
通
し
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
加
盟
は
一
時
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
加
盟
申
請
は
郵

便
交
換
条
約
を
締
結
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
事
前
に
問
い
合
わ
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

は
十
月
二
十
七
日
の
回
答
で
加
盟
に
異
存
は
な
い
と
し
た
が
料
金
設
定
に
条
件
を

付
け
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
、
一
月
三
日
に
は

「
各
々
考
フ
ル
所
ヲ
異
ニ
シ
テ
協
同
セ
ザ
ル
ニ
於
テ
ハ
、
日
本
ヲ
此
連
約
ヘ
加
入
候

義
ハ
差
当
リ
行
ハ
レ
ザ
ル
義
ニ
有
之
候
（
（9
（

」
と
ス
イ
ス
大
統
領
か
ら
駐
独
ス
イ
ス
公

使
に
連
絡
が
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
の
問
題
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の
非
公
式
の
仲
裁
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
了
解

を
得
た
よ
う
で
、
七
七
年
一
月
八
日
、
ス
イ
ス
政
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
属
地
一
般
、

イ
ギ
リ
ス
の
属
地
香
港
と
と
も
に
日
本
の
連
合
加
盟
を
加
盟
各
国
に
照
会
し
た
の

で
あ
る
（
（10
（

。
青
木
は
一
月
二
十
五
日
に
「
主
ト
シ
テ
我
加
盟
ノ
義
ヲ
致
承
引
候
ハ
独

逸
政
府
ニ
テ
御
座
候
（
（10
（

」
と
寺
島
に
報
告
し
て
い
る
。
申
請
は
所
定
の
六
週
間
以
内

の
二
月
十
九
日
ま
で
に
反
対
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
三
月
三
日
、
駐
独
ス
イ
ス
公

使
ア・

ロ
ッ
ト
（A

. Roth.

）
よ
り
青
木
公
使
に
対
し
て
加
入
承
認
の
証
書
が
交

付
さ
れ
、
六
月
一
日
の
加
盟
が
決
定
し
た
。
し
か
し
通
知
が
遷
延
し
た
た
め
、
一

日
の
実
施
が
困
難
と
な
り
（
（10
（

、
六
月
十
九
日
加
盟
の
布
告
が
岩
倉
具
視
の
名
で
発
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
二
十
日
に
は
、
外
国
郵
便
税
が
改
定
さ
れ
た
。

　

前
島
は
連
合
加
盟
に
つ
い
て
「
別
に
骨
も
お
ら
な
い
で
成
功
し
た
」、「
当
然
の

結
果
（
（10
（

」
と
回
想
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
紆
余
曲
折
を
経
て
の
加
盟
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

万
国
郵
便
連
合
は
、
必
ず
し
も
国
際
公
法
上
の
「
文
明
国
」
だ
け
が
加
入
を
許

さ
れ
る
団
体
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
時
期
に
連
合
の
機
能
が
急
速
に
拡
大
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
を
超
え
て
遠
隔
地
へ
の
展
開
を
開
始
し
た
た
め
、
日
本
の
加
盟
も
比

較
的
容
易
に
実
現
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
り
、
欧
米・

近
東
（
ト
ル
コ・

エ
ジ
プ
ト
）
地
域
以
外
で
独
立
国
と
し
て
加
盟
し
た
国
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
（
三

月
十
七
日
加
盟
）
が
最
初
で
、
そ
の
外
交
的
波
及
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
多
国
間

条
約
機
構
へ
の
参
加
＝
日
本
の
近
代
化
の
国
際
的
認
知
、
と
い
う
形
で
、
日
本
の

近
代
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
八
年
六
月
、
予
定
よ
り
半
年
余
遅
れ
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
万
国
郵

便
会
議
に
は
三
十
八
か
国・

植
民
地
の
一
員
と
し
て
日
本
も
招
待
さ
れ
て
参
加
し

た
。
委
員
は
駐
仏
公
使
鮫
島
尚
信
と
駅
逓
局
顧
問
サ
ミ
ュ
エ
ル・

ブ
ラ
イ
ア
ン
で

あ
っ
た
。

　

二
国
間
協
議
で
は
解
決
し
な
か
っ
た
難
問
が
、
多
国
間
条
約
網
へ
の
加
入
に
よ

り
解
決
し
た
こ
と
は
、
交
渉
当
事
者
と
し
て
の
パ
ー
ク
ス
の
地
位
を
大
き
く
減
殺

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

在
日
英
仏
郵
便
局
の
廃
止

　

加
盟
決
定
を
受
け
て
、
寺
島
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
郵
便
交
換
条
約
の
締
結
へ
と
歩



立
正
大
学
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学
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八

を
進
め
た
。

　

一
八
七
七
年
四
月
六
日
、
内
務
卿
代
理
前
島
密
は
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
に
対
し

従
前
本
邦
内
ニ
設
置
有
之
候
英
仏
郵
便
出
張
局
ノ
儀
、
右
両
国
政
府
ト
更
ニ

郵
便
条
約
修
整
ノ
上　
　

早
晩
閉
鎖
不
為
致
候
而
ハ
、
一
般
郵
便
会
盟
御
加

入
相
成
候
共
、
畢
竟
海
外
郵
便
全
般
ノ
事
業
ヲ
総
管
難
致
ハ
勿
論
ニ
有
之
候

ニ
付
右
両
国
政
府
ト
同
然
ノ
条
約
修
整
ノ
義
ニ
就
テ
ハ
、
既
去
明
治
六
年
中

夫
々
協
議
御
申
入
相
成
候
次
第
モ
有
之
候
処
、
其
頃
右
両
国
政
府
於
テ
異
存

ノ
趣
有
之
終
ニ
修
約
不
相
成
荏
苒
今
日
ニ
至
リ
候
得
共
、
現
今
ニ
至
リ
候
テ

ハ
敢
テ
昔
日
ノ
異
存
ヲ
構
ヒ
候
等
ノ
儀
無
之
ニ
付
、
右
両
国
政
府
ト
ノ
修
約

ハ
唯
現
時
ヲ
以
テ
然
リ
ト
為
ス
ヘ
キ
義
ト
被
存
候
（
（10
（

と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
両
国
に
派
遣
し
、
駐
在
公
使
に
委
任
し
て
交
渉
に
入
る

こ
と
を
提
議
し
た
。

　

六
月
五
日
、
寺
島
は
青
木
に
宛
て
て
英
仏
と
の
交
渉
の
見
込
み
を
通
知
し
、
ま

ず
イ
ギ
リ
ス
か
ら
す
す
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
難
航
が
予
想
さ
れ
た
。

　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ス
』
は
、
一
八
七
七
年
九
月
十
日
の
記
事
で
、
万
国

郵
便
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
に
つ
い
て
、
こ
う
報
じ
て
い

る
。

日
本
は
そ
の
努
力
に
対
し
て
賞
賛
の
言
葉
や
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う

ど
こ
ろ
か
、
憎
悪
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
日

本
に
対
す
る
憎
悪
は
極
端
で
、
第
三
者
の
目
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
が
公

然
と
戦
争
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
映
る
（
（10
（

。

　

前
島
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
議
で
残
さ
れ
た
問
題
は
、「
同

国
郵
便
支
局
ノ
閉
鎖
ト
我
郵
便
物
海
運
ノ
都
合
」
の
二
点
で
あ
る
、
と
し
た
（
（10
（

。
前

島
の
狙
い
は
、「
英
国
郵
便
支
局
ヲ
速
カ
ニ
閉
鎖
セ
シ
メ
且
横
浜
香
港
間
又
ハ
香
港

或
ハ
其
他
ヲ
経
テ
我
郵
便
物
海
運
ノ
件
ヲ
便
宜
処
理
ス
ル
（
（10
（

」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
が
提
案
し
た
郵
便
の
無
賃
輸
送
に
つ
い
て
、
問
題
が
惹
起
し
た
。

　

無
賃
輸
送
に
つ
い
て
は
、
前
島
は
上
野
駐
英
公
使
に
対
し
て
、「
突
然
説
出
候

ハ
ゝ
甚
タ
奇
怪
ニ
属
シ
候
様
被
思
召
候
」
と
し
つ
つ
も
、
日
本
発
ア
メ
リ
カ
向
け

郵
便
に
つ
い
て
は
日
米
郵
便
交
換
条
約
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ

て
も
負
担
増
も
損
失
増
加
も
な
くP&

O

に
従
前
の
通
り
輸
送
す
べ
し
と
の
指
令

を
出
す
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
、
そ
の
適
用
を
求
め
た
（
（10
（

。
し
か
し
パ
ー
ク
ス
は
郵

便
物
の
無
賃
輸
送
に
つ
い
て
「
英
国
政
府
ハ
米
ノ
如
ク
無
賃
運
送
ヲ
不
可
引
受
、

必
ス
日
本
ヨ
リ
ピ
ア
ヲ
会
社
エ
幾
分
ノ
助
成
金
ヲ
可
払
入
ト
要
求
ス
ル
ナ
ル
ヘ
シ
（
（10
（

」

と
し
た
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
さ
ら
に
噴
出
し
た
。

　

六
月
二
十
日
、
万
国
郵
便
連
合
加
盟
を
受
け
て
、
横
浜
郵
便
局
外
国
郵
便
事
務

総
裁
代
理
フ
ァ
ー
ル
（L.T

.Farr

）
は
、P&

O

で
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
以
遠
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
そ
の
他
へ
宛
て
た
郵
便
物
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
郵
船
で
香
港
海
峡
植
民
地
イ

ン
ド
そ
の
他
諸
国
に
郵
送
す
る
郵
便
物
は
本
日
よ
り
日
本
の
郵
便
局
で
扱
う
、
と

広
告
し
た
（
（11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
パ
ー
ク
ス
は
、
六
月
二
十
七
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
質
疑
文
を
送
り
、

同
社
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
許
可
な
く
し
て
日
本
の
郵
便
を
扱
え
な
い
、
と
抗
議
し



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

一
九

て
き
た
。

同
会
社
の
代
理
人
に
於
て
は
、
本
国
政
府
よ
り
許
可
無
之
て
は
貴
国
の
郵
便

収
領
難
致
儀
は
閣
下
容
易
に
御
了
得
可
有
之
と
存
じ
候
（
（11
（

　

結
局
フ
ァ
ー
ル
は
、
七
月
二
日
に
イ
ギ
リ
スP&

O

に
つ
い
て
の
個
所
を
削
除

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

結
局
日
本
の
思
惑
は
実
現
せ
ず
、
交
渉
の
焦
点
は
、
郵
便
局
廃
止
の
交
換
条
件

と
し
て
の
外
交
公
嚢
の
無
検
査
通
関
に
絞
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
郵
便
局
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
上
野
駐
英
公
使
に
交
渉
が
委
任
さ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
本
国
の
外
務
省
と
の
間
で
進
め
ら
れ
た
。
一
八
七
八
年
七
月
二
十
七
日
、

上
野
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
郵
便
局
を
引
き
払
う
こ
と
を
承
諾
し
た
と
の
電
報
を
寺

島
に
送
っ
た
（
（11
（

。
事
務
引
き
継
ぎ
に
あ
た
っ
て
の
交
渉
は
外
務
省
と
パ
ー
ク
ス
公
使

と
の
間
で
進
め
ら
れ
た
。
七
九
年
四
月
二
十
二
日
、
パ
ー
ク
ス
は
英
国
郵
便
局
閉

鎖
に
関
す
る
約
条
案
を
送
付
し
て
き
た
（
（11
（

。
公
信
の
無
検
査
通
関
は
日
本
郵
便
局
を

通
さ
ず
通
関
す
る
と
の
約
条
案
に
対
し
て
、
寺
島
は
、
公
信
封
嚢
表
面
に
押
さ
れ

た
印
章
を
確
認
す
れ
ば
、
両
国
と
も
郵
便
局
を
経
る
経
な
い
に
拘
わ
ら
ず
無
検
査

通
関
さ
せ
る
、
と
の
修
正
案
を
示
し
た
（
（11
（

。
十
月
六
日
パ
ー
ク
ス
は
、
本
国
政
府
は

「
貴
国
へ
も
同
様
之
便
宜
許
与
候
事
致
同
意
候
旨
申
越
候
（
（11
（

」
と
伝
え
て
き
た
。
パ
ー

ク
ス
は
交
渉
の
最
後
ま
で
対
等
な
関
係
を
認
め
な
い
姿
勢
を
示
し
続
け
た
の
で
あ

る
。

　
「
在
日
本
英
国
郵
便
局
閉
鎖
ニ
関
ス
ル
約
定
」
は
、
十
月
十
日
に
結
約
し
（
（11
（

、
十
二

月
三
十
一
日
の
約
条
の
実
施
と
と
も
に
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
の
在
日
郵
便
局
が

廃
止
さ
れ
た
（
（11
（

。
パ
ー
ク
ス
は
な
お
も
、
イ
ギ
リ
ス
郵
便
局
の
跡
地
は
公
用
に
使
用

し
た
い
と
交
渉
し
て
き
た
が
（
（11
（

、
十
二
月
二
十
八
日
に
イ
ギ
リ
ス
領
事
よ
り
返
付
さ

れ
（
（11
（

、
ベ
ル
ギ
ー
領
事
館
用
地
と
し
て
貸
与
さ
れ
た
（
（12
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
七
七
年
四
月
に
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
の
搭
載
便
に
つ
い
て
は

在
日
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
を
経
由
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
（
（12
（

。
こ
れ
に
対
す
る
日
本

の
反
応
は
分
か
ら
な
い
が
、
六
月
二
十
日
に
フ
ァ
ー
ル
が
出
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
郵

船
で
香
港
海
峡
植
民
地
イ
ン
ド
そ
の
他
に
郵
送
す
る
郵
便
物
は
本
日
よ
り
日
本
の

郵
便
局
で
扱
う
、
と
の
広
告
は
取
り
消
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局

を
経
由
し
た
日
本
宛
て
の
郵
便
は
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
八
〇
年
ま
で
統
計
に
計

上
さ
れ
て
い
る
（
表
２
―
２
参
照
）
の
で
、
取
扱
業
務
は
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　

同
局
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
九
年
四
月
二
十
四
日
に
寺
島
は
駐
日
フ
ラ

ン
ス
公
使
ド・

バ
ロ
ア
ー
（R. de Balloy

）
に
対
し
て
、
在
外
公
館
発
受
の
公
信

封
嚢
お
よ
び
付
属
の
郵
便
物
に
対
し
て
「
税
関
ヲ
経
ス
使
員
ヲ
シ
テ
直
ニ
携
帯
為

致
候
」
こ
と
は
、「
我
国
於
テ
ハ
新
タ
ニ
特
例
ヲ
開
キ
候
義
」
と
し
て
「
貴
我
両
国

政
府
ノ
間
確
ト
約
束
相
立
置
度
」
と
、
本
国
政
府
へ
の
通
牒
を
申
し
入
れ
た
（
（12
（

。
ド・

バ
ロ
ア
ー
は
五
月
七
日
、
こ
れ
は
「
交
際
上
之
特
権
」
で
あ
り
そ
の
趣
旨
で
進
め

た
い
と
回
答
し
て
き
た
（
（12
（

。
井
上
は
、
七
月
三
日
に
こ
の
特
権
を
領
事
館
の
公
信
に

も
拡
張
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
、
こ
れ
は
「
貴
我
互
相
ノ
約
」
で
あ
る
と
し
た
（
（12
（

。

一
八
八
〇
年
二
月
十
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
は
支
障
な
し
と
同
意
し
た
た
め
、
外
務
卿

井
上
馨
は
二
月
十
六
日
「
協
議
整
頓
セ
シ
モ
ノ
ト
相
心
得
可
申
候
就
テ
ハ
可
成
丈

速
ニ
在
横
浜
貴
国
郵
便
局
閉
鎖
ノ
御
処
分
有
之
候
様
致
度
（
（12
（

」
と
申
し
入
れ
た
。
こ



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

二
〇

の
往
復
書
簡
に
よ
っ
て
、「
公
信
封
嚢
互
相
無
検
査
通
関
議
定
」
が
確
定
し
、
八
〇

年
三
月
に
、
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
も
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（12
（

。

　

最
後
に
、
以
上
述
べ
て
来
た
日
本
の
国
際
郵
便
事
業
の
進
展
を
、
国
際
郵
便
の

取
扱
数
量
及
び
相
手
先
の
点
か
ら
見
て
お
き
た
い
。

　

表
２
―
１
、
２
―
２
に
よ
っ
て
、
在
日
ア
メ
リ
カ
郵
便
局
が
廃
止
さ
れ
た
一
八

七
五
年
以
降
に
お
け
る
外
国
郵
便
の
取
扱
量
の
推
移
を
み
る
と
、
統
計
上
の
不
連

続
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
．
対
米
郵
便
は
発
受
信
と
も
に
急
速
に
増
加
し
、
一
八
七
五
年
か
ら
一
八

八
一
年
ま
で
に
書
状
の
発
信
は
四・

四
倍
、
受
信
は
三・

二
倍
に
達
し
て
い
る
。

と
く
に
ア
メ
リ
カ
向
け
書
状
の
発
信
は
一
八
七
六
年
後
期
以
降
、
ア
メ
リ
カ
経
由

諸
国
向
け
を
上
回
り
、
対
米
関
係
の
緊
密
化
が
窺
わ
れ
る
。

　

第
二
．
一
八
七
五
年
か
ら
一
八
八
〇
年
の
五
年
間
に
お
け
る
外
国
郵
便
数
量
は
、

発
信
で
二・

三
倍
、
受
信
で
三・

七
倍
と
急
増
し
て
お
り
、
と
く
に
一
八
七
九
年

の
イ
ギ
リ
ス
郵
便
局
の
廃
止
、
一
八
八
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
の
廃
止
を
機
に
、

区
分
が
発
受
地
別
か
ら
経
由
別
に
変
更
さ
れ
、
香
港
の
発
受
信
量
が
増
加
し
て
い

る
。

　

第
三
．
対
英・

対
仏
郵
便
は
、
本
国
を
は
じ
め
香
港
な
ど
の
勢
力
圏
向
け
や
そ

の
他
諸
国
を
含
め
、
搭
載
船
便
の
都
合
で
統
計
上
は
香
港
向
け
、
香
港
経
由
諸
国

向
け
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
シ
向
け
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

万
国
郵
便
連
合
加
盟
後
の
一
八
七
七
年
後
期
か
ら
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
七

九
年
後
期
以
降
は
、
区
分
が
発
受
地
別
か
ら
経
由
別
に
変
更
さ
れ
、
香
港
向
け
に

一
本
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
急
増
し
て
い
る
。
と
く
に
受
信
数
の
増
加
が
著
し
い
。

イ
ギ
リ
ス
郵
便
局
、
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
の
廃
止
の
影
響
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
四
．
対
上
海
郵
便
は
、
一
八
七
五
年
の
郵
便
輸
送
開
始
時
に
は
、
対
ア
メ
リ

カ
発
受
数
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
り
、
太
平
洋
郵
船
か
ら
郵
便
輸
送
を
継
承
し
た

後
は
さ
ほ
ど
停
滞
的
で
あ
る
。
そ
の
後
も
上
海
発
便
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
概

し
て
停
滞
的
で
あ
る
。
ま
た
対
朝
鮮
郵
便
は
、
一
八
七
九
年
後
期
後
に
増
加
を
示

し
て
お
り
、
上
海
と
併
せ
て
東
ア
ジ
ア
へ
の
国
際
通
信
網
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

以
上
、
郵
便
交
換
条
約
の
発
効
、
万
国
郵
便
連
合
加
盟
、
在
日
外
国
郵
便
局
の

廃
止
、
な
ど
の
国
際
郵
便
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
日
本
が
取
り
扱
う
国
際
郵
便
料

は
確
実
に
増
加
し
、
世
界
的
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
を
担
う
責
任
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

日
本
の
国
際
郵
便
網
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
列
強
の
態
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
、
不
平

等
条
約
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
、
列
強
は
片
務
的
最
恵
国
待
遇
を
利
用
し

た
協
調
路
線
を
共
有
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
列
強
の
共
通
利
害
は
薄
れ
始

め
、
足
並
み
は
乱
れ
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

条
約
を
め
ぐ
っ
て
日
本
に
友
好
的
で
あ
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
で
あ
っ

た
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
が
自
国
の
利
益
と
は
直
接
関
係
し
な
い
日
本
の
万
国
郵
便



国
際
郵
便
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
入
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

二
一

連
合
へ
の
加
盟
を
支
援
し
た
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
駐
独
公
使

の
青
木
周
蔵
や
駐
英
公
使
の
上
野
景
範
ら
が
、
特
命
全
権
公
使
と
し
て
種
々
の
交

渉
に
お
い
て
本
国
の
指
令
を
待
た
ず
に
積
極
的
に
活
動
し
た
こ
と
は
、
岩
倉
使
節

団
以
降
、
彼
ら
を
特
命
全
権
公
使
と
し
て
欧
米
各
国
に
常
駐
さ
せ
る
政
策
を
採
用

し
た
効
果
が
あ
が
っ
た
と
い
う
事
が
で
き
る
。

　

日
本
の
文
明
国
化
に
関
す
る
評
価
に
お
い
て
、
諸
列
強
の
方
針
が
分
裂
し
た
こ

と
で
、
郵
便
交
換
条
約
を
め
ぐ
る
外
交
は
、
堤
防
の
蟻
の
一
穴
と
し
て
、
不
平
等

条
約
シ
ス
テ
ム
を
瓦
解
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
国
際
電
気
通
信
連
合
に
次
ぐ
国
際
機
関
で
あ
り
、
一
般
郵
便
条
約
（
ベ
ル
ン
条

約
）
に
よ
り
一
八
七
四
年
十
月
九
日
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
時
は
一
般
郵
便
連
合
、

一
八
七
八
年
に
改
称
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
万
国
郵
便
連
合
で
統
一
表
記
す
る
。

（
２
）
日
米
郵
便
交
換
条
約
に
つ
い
て
は
、
逓
信
省
『
逓
信
事
業
史
』
第
２
巻
（
一
九
四

〇
）、
藪
内
吉
彦
『
日
本
郵
便
創
業
史
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
五
）、
同
『
日
本
郵
便

発
達
史
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
）、
篠
原
宏
『
外
国
郵
便
事
始
め
』（
日
本
郵
趣

出
版
、
一
九
八
二
）、
山
口
修
『
外
国
郵
便
の
一
世
紀
』（
国
際
通
信
文
化
協
会
、
一

九
七
九
）
な
ど
が
言
及
し
て
い
る
が
、
列
国
と
の
交
渉
過
程
の
解
明
が
不
十
分
で
条

約
の
外
交
史
的
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
あ
る
。
日
米
間
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
小

川
常
人
「
皇
米
郵
便
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
」（『
藝
林
』
11
―
４
、
一
九
六
〇
）
が

論
じ
て
い
る
が
、
万
国
郵
便
連
合
加
盟
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
全
体
像
が
不
明

確
で
あ
る
。

（
３
）
市
島
謙
吉
編
『
鴻
爪
痕　

前
島
男
爵
略
歴・

郵
便
創
業
談
』
非
売
品
（
一
九
二

二
）、
二
九
頁

（
４
）『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
―
国
際
競
争
と
対
外
自
立
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九

五
）、「
駐
屯
軍
撤
退
期
の
国
際
関
係
―
不
平
等
条
約
体
制
の
再
編
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ

ス
と
日
本
―
」、
横
浜
対
外
関
係
史
研
究
会
、
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
横
浜
英
仏
駐

屯
軍
と
外
国
人
居
留
地
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
）、「
岩
倉
使
節
団
と
日
本
外

交
の
転
換
」、『
立
正
史
学
』
127
（
二
〇
二
〇
）
な
ど
を
参
照

（
５
）
澤
ま
も
る
「
横
浜
に
あ
っ
た
英・

仏・

米
郵
便
局
」
１
～
５
、『
郵
便
史
研
究
』

３
～
７
（
一
九
九
七
～
一
九
九
九
）
を
参
照
。
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
に
つ
い
て
は
松
本

純
一
『
横
浜
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
郵
便
局
』（
原
書
房
、
一
九
九
四
）、
同
「『
フ

ラ
ン
ス
横
浜
郵
便
局
』
研
究
史
」
１
～
７
、『
郵
便
史
研
究
』
39
～
50
（
二
〇
一
五

～
二
〇
二
〇
）
を
参
照

（
６
）
以
上
前
掲
拙
著
『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
』
を
参
照

（
７
）
前
掲
『
鴻
爪
痕
』、
三
一
頁

（
８
）
同
上
、
三
四
頁
。
一
八
七
三
年
十
一
月
、
寺
島
外
務
卿
は
パ
ー
ク
ス
公
使
に
こ
う

書
き
送
っ
て
い
る
。

	

　

�

両
国
間
之
郵
便
交
換
条
約
無
之
ヨ
リ
、
横
浜
其
他
開
港
地
ハ
貴
国
設
置
ノ
郵
便
ニ

依
リ
阻
絶
之
患
ハ
無
之
候
ヘ
共
、
吾
国
人
民
貴
国
ノ
郵
便
税
ヲ
払
ヒ
又
帰
国
人
民

モ
吾
国
ノ
郵
便
税
ヲ
払
フ
ニ
路
ナ
ク
、
固
ヨ
リ
書
留
信
書
之
如
キ
ハ
之
ヲ
送
ル
ニ

全
ク
術
ナ
ク
、
実
ニ
交
際
上
ノ
一
大
欠
典
ト
是
迄
苦
心
罷
在
候　
（『
日
本
外
交
文

書
』
６
、
七
九
九
～
八
〇
〇
頁
）

（
９
）「
駅
逓
寮
第
四
次
年
報
」（
明
治
八
年
一
～
六
月
）
三
五
丁
、
郵
政
省
『
郵
政
百
年

史
資
料
』
９
、
吉
川
弘
文
館
（
一
九
六
八
）

（
10
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
第
二
巻
、
三
二
頁

（
11
）
前
掲
『
鴻
爪
痕
』
三
二
頁
、『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
２
、
三
四
頁

（
12
）『
鴻
爪
痕
』
三
三
頁

（
13
）
同
上
、
二
九
頁

（
14
）
同
上
、
三
五
頁

（
15
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
二
三
頁

（
16
）
同
上

（
17
）
前
掲
山
口
修
『
外
国
郵
便
の
一
世
紀
』（
国
際
通
信
文
化
協
会
、
一
九
七
九
）
一

六
頁
で
は
、
こ
の
時
さ
ら
に
英・

米・

仏
の
在
日
郵
便
局
の
開
港
場
別
年
間
切
手
代

概
算
（
表
１
）、
郵
便
経
費
総
計
な
ど
の
資
料
も
提
出
し
た
と
し
て
い
る
が
、
出
典

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
外
務
省
「
米
国
郵
便
局
官
員
ブ
リ

ヤ
ン
申
立
ノ
儀
上
陳
」（『
公
文
録・

明
治
五
年・

第
七
巻・

壬
申
九
月
～
十
月・

外
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務
省
伺
』、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
公00630100

）
に
は
添
付
さ
れ
ず
、
翌
年
一
月

十
八
日
の
「
外
国
郵
便
御
施
行
伺
」（『
公
文
録・

明
治
六
年・

第
百
十
一
巻・

明
治

六
年
二
月・

大
蔵
省
伺
』、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
公00843100

）
の
付
属
資
料
に
、

条
約
草
案
と
と
も
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
～
一

四
頁
で
も
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
一
八
七
三
年
一
月
大
蔵
省
伺
の
項
目
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
「
外
国
郵
便
御
施
行
伺
」
中
の
文
言
で
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
来
日
時
に

提
出
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
出
典
に
従
っ
て
記
述
す
る
。

（
18
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
二
三
頁

（
19
）
前
掲
「
外
国
郵
便
御
施
行
伺
」

（
20
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
頁
を
参
照

（
21
）
前
掲
「
外
国
郵
便
御
施
行
伺
」

（
22
）『
日
本
外
交
文
書
』
６
、
七
六
八
頁

（
23
）
一
八
七
六
年
に
は
、
ロ
ン
ド
ン・

横
浜
間
の
所
要
日
数
は
西
回
り
サ
ザ
ン
プ
ト
ン

経
由
五
十
四
日
、
マ
ル
セ
イ
ユ
経
由
四
十
五
日
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
シ
経
由
四
十
四
日
に

対
し
、
東
回
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
は
三
十
三
日
で
あ
っ
た
。
前
掲
拙
著
『
帝

国
主
義
下
の
日
本
海
運
』
四
九
頁
参
照

（
24
）『
日
本
外
交
文
書
』
６
、
七
六
六
頁

（
25
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
頁

（
26
）『
日
本
外
交
文
書
』
６
、
七
七
一
頁

（
27
）
同
上

（
28
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
三
八
頁

（
29
）
前
掲
「
駅
逓
寮
第
四
次
年
報
」（
明
治
八
年
一
～
六
月
）
三
七
～
三
八
丁

（
30
）
前
掲
『
鴻
爪
痕
』、
三
七
頁

（
31
）
前
掲
「
駅
逓
寮
第
四
次
年
報
」
三
八
丁

（
32
）
同
上
、
三
六
丁

（
33
）
日
米
郵
便
交
換
条
約
第
六
条
（『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
三
～
四
頁
）、

「
日
本
と
の
郵
便
条
約
」
一
八
七
三
年
八
月
七
日
付
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ス
』

（『
外
国
新
聞
に
見
る
日
本
』
本
編
１
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
八

九
、
六
五
八
頁
）
に
よ
れ
ば
封
書
で
２
セ
ン
ト
の
追
加
で
あ
っ
た
。

（
34
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
一
八
頁

（
35
）
前
掲
『
鴻
爪
痕
』、
四
四
頁

（
36
）
同
上

（
37
）
同
上
、
四
五
頁

（
38
）『
日
本
外
交
文
書
』
７
、
七
一
一
頁
。『
法
規
分
類
大
全
』
５
、
二
〇
頁

（
39
）『
日
本
外
交
文
書
』
７
、
七
〇
六
頁
。『
法
規
分
類
大
全
』
２
、
二
一
頁
で
は
三
月

五
日
と
な
っ
て
い
る
。

（
40
）『
日
本
外
交
文
書
』
７
、
七
一
四
頁

（
41
）
同
上
、
七
一
四
、
五
頁

（
42
）
同
上
、
七
一
五
頁

（
43
）
同
上
、
七
一
四
頁

（
44
）
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
と
パ
ー
ク
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
岩
倉
使
節
団
と
日

本
外
交
の
転
換
」
を
参
照

（
45
）F.O

.410/14.54. M
ay 6,1874. M

arshall to D
erby.

マ
ル
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
は
、

横
山
俊
夫
「
在
仏
日
本
公
使
館
雇
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・

マ
ー
シ
ャ
ル
」、『
ザ・

ヤ
ト
イ 

お
雇
い
外
国
人
の
総
合
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
（
一
九
八
七
）、
同
「
フ
レ
デ
リ
ッ

ク・

マ
ー
シ
ャ
ル
と
鮫
島
尚
信
」、『
鮫
島
尚
信
在
欧
外
交
書
簡
禄
』
思
文
閣
出
版

（
二
〇
〇
二
）
を
参
照

（
46
）
外
務
省
調
査
部
編
纂
『
日
英
外
交
史
』
上
（
復
刻
版
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
二
）、

一
七
六
頁
を
参
照

（
47
）『
日
本
外
交
文
書
』
７
、
七
一
六
頁

（
48
）『
パ
ー
ク
ス
伝
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
四
、
一
七
三
頁

（
49
）
前
掲
拙
稿
「
駐
屯
軍
撤
退
期
の
国
際
関
係
」
を
参
照

（
50
）F.O

.46/175. July 17,1874. D
erby to Parkes.

（
51
）Gordon D

aniels, 

〝Sir H
arry Parkes, British Representative in Japan 

1865-83

〟, pp.144-5. Curzon Press Ltd, Richm
ond,Surrey,1996.

（
52
）Septem

ber 15,1874. Parkes to D
erby. 〝British D

ocum
ents on Foreign 

A
ffairs”, Part 1, Series E, V

olum
e 1,pp.378-9. U

niversity Publications of 
A

m
erica,1989.

（
53
）『
日
本
外
交
文
書
』
７
、
七
一
一
頁

（
54
）
同
上
、
七
二
三
、
四
頁

（
55
）『
日
本
外
交
文
書
』
８
、
六
九
三
頁

（
56
）
前
掲
拙
著
『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
』
を
参
照
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（
57
）『
日
本
外
交
文
書
』
８
、
七
一
二
頁

（
58
）『
日
本
外
交
文
書
』
８
、
七
一
四
頁
。「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・

メ
ー
ル
汽
船
会
社
の

船
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
に
移
籍
」
一
八
七
五
年
十
一
月
十
一
日
付
『
ジ
ャ
パ
ン・

ガ
ゼ
ッ
ト
』（
前
掲
『
外
国
新
聞
に
み
る
日
本
』
本
編
２
、
七
七
頁
）
を
参
照

（
59
）『
日
本
外
交
文
書
』
８
、
七
〇
九
、
一
〇
頁

（
60
）
同
上
、
七
一
五
頁

（
61
）
前
掲
拙
著
『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
』
を
参
照

（
62
）「
大
隈
宛
バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
書
簡
」（
早
稲
田
大
学
所
蔵
大
隈
文
書C60

）

（
63
）『
日
本
外
交
文
書
』
10
、
四
四
頁

（
64
）『
日
本
外
交
文
書
』
９
、
七
七
六
頁

（
65
）
同
上
、
七
三
四
頁

（
66
）
同
上
、
七
五
七
頁

（
67
）
同
上
、
七
五
八
頁

（
68
）
こ
の
間
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、「
外
国
船
乗
込
規
則
ニ
対
シ
英
国
公
使
抗
議
一
件
」

（『
日
本
外
交
文
書
』
９
、
七
三
二
～
八
二
頁
）
を
参
照

（
69
）『
日
本
外
交
文
書
』
８
、
六
九
六
頁

（
70
）
同
上
、
六
九
六
頁

（
71
）
同
上
、
六
八
九
頁

（
72
）
同
上
、
六
九
六
頁

（
73
）
同
上

（
74
）
同
上
、
六
九
一
頁

（
75
）
同
上
、
六
九
七
頁

（
76
）
同
上
、
六
九
五
頁

（
77
）
同
上
、
六
九
一
頁

（
78
）
同
上

（
79
）
同
上
、
六
八
九
頁

（
80
）
同
上

（
81
）
同
上
、
六
九
〇
頁

（
82
）
同
上
、
六
九
一
頁

（
83
）
同
上
、
六
九
七
、
八
頁

（
84
）
同
上
、
六
九
八
頁

（
85
）
同
上
、
六
九
五
頁

（
86
）
同
上

（
87
）
同
上
、
七
〇
三
頁

（
88
）
同
上
、
七
〇
五
頁

（
89
）
同
上
、
七
〇
六
頁

（
90
）『
日
本
外
交
文
書
』
９
、
八
〇
三
頁

（
91
）
同
上
、
八
〇
二
頁

（
92
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
四
頁

（
93
）『
日
本
外
交
文
書
』
９
、
八
〇
三
頁

（
94
）
同
上

（
95
）
同
上
、
八
〇
六
頁

（
96
）
一
八
七
六
年
一
月
調
印
の
条
約
は
、「
路
程
遠
隔
郵
便
税
額
も
多
少
増
収
せ
さ
る

を
得
さ
る
か
故
」（『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
四
頁
）
に
結
ば
れ
た
。

（
97
）『
法
規
分
類
大
全
』
運
輸
門
５
、
九
三
頁
。『
日
本
外
交
文
書
』
10
、
一
〇
四
頁

（
98
）『
日
本
外
交
文
書
』
９
、
八
〇
五
頁

（
99
）『
日
本
外
交
文
書
』
10
、
八
〇
頁

（
100
）
同
上
、
八
二
～
八
四
頁

（
101
）
同
上
、
八
一
頁

（
102
）
六
月
十
六
日
の
内
務
省
伺
に
「
本
文
通
知
遷
延
候
ヨ
リ
期
日
通
リ
実
施
相
成
カ
タ

ク
ハ
不
得
止
次
第
」（『
法
規
分
類
大
全
』
５
、
九
三
頁
）
と
あ
る
。

（
103
）
前
掲
『
鴻
爪
痕
』
四
七
頁

（
104
）『
法
規
分
類
大
全
』
５
、
九
五
頁

（
105
）
前
掲
『
外
国
新
聞
に
見
る
日
本
』
本
編
２
、
一
三
六
頁

（
106
）『
日
本
外
交
文
書
』
10
、
一
〇
六
、
一
〇
九
頁

（
107
）
同
上
、
一
〇
八
頁

（
108
）
同
上
、
一
〇
七
頁

（
109
）
同
上
、
一
〇
七
頁

（
110
）
同
上
、
一
一
二
頁

（
111
）
同
上
、
一
一
一
頁

（
112
）『
法
規
分
類
大
全
』
５
、
八
四
頁

（
113
）『
日
本
外
交
文
書
』
12
、
一
二
二
頁
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（
114
）
同
上
、
一
二
二
頁

（
115
）
同
上
、
一
二
三
頁

（
116
）
同
上
、
一
二
六
、
七
頁

（
117
）『
法
規
分
類
大
全
』
５
、
八
四
頁
。『
日
本
外
交
文
書
』
12
、
一
二
四
～
一
二
七
頁

（
118
）『
日
本
外
交
文
書
』
12
、
一
二
三
頁

（
119
）『
日
本
外
交
文
書
』
14
、
二
四
二
頁

（
120
）
同
上
、
二
四
九
頁

（
121
）『
日
本
外
交
文
書
』
10
、
一
一
五
頁

（
122
）『
日
本
外
交
文
書
』
13
、
三
五
〇
頁

（
123
）
同
上

（
124
）
同
上

（
125
）
同
上

（
126
）
同
上
、
三
四
九
頁
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International Relations Concerning Participation in the 
International Postal Network:  

The Japan-U.S. Postal Convention and Membership  
in the Universal Postal Union

Hidemasa KOKAZE

　The purpose of this paper is to clarify the diplomatic negotiation process of Japanese 

participation in the international postal network, starting with the Japan-U.S. Postal 

Convention concluded in 1873 on the occasion of the Iwakura Mission’s negotiations 

between Japan and the United States and ending with Japanese accession to the Universal 

Postal Union in 1877. By doing so, we aim to elucidate part of the process of the restoration 

of Japan’s National Rights after the Iwakura Mission.

　The unequal treaty system is an international system that covers the whole of East Asia, 

which was established in the Mid-19th century. Since unequal treaty was signed between 

civilized country and semi-civilized country, it was necessary to break away from the semi-

civilized country to revise the treaty. The conclusion of the Japan-U.S. Postal Convention 

was the starting point of Japan becoming a civilized country and regaining her National 

Rights in the sense that it abolished the foreign post offices of the Western powers that 

existed in Japanese settlements.

　It is well known that Britain and the U.S. had contrasting policies toward Japan, but this 

difference stems from their different evaluations of Japanese modernization, especially 

Britain’s negative evaluation. It was the diplomatic negotiations over the postal convention 

that made the difference between the two countries clear. During this period, international 

postal services were realized, such as establishing the Universal Postal Union and 

accelerating globalization in communications. However, the attitudes of the great powers 

toward Japanese participation in the global postal network differed significantly among the 

U.S., Britain, and Germany. While the U.S. attempted to establish an equal treaty 

relationship with Japan by concluding the Japan-U.S. Postal Convention, the U.K. rejected 

Japanese modernization because it was cynical. The British attitude, however, was broken 

by Japanese accession to the Universal Postal Union with the support of Germany. 



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
八
号

二
六

Japanese participation in the multilateral treaty organization aimed at developing a global 

communications network was a step toward appealing to Japanese modernization and 

negotiating the treaty revisions.

　Until then, to maintain the unequal treaty system, the great powers had shared a 

cooperative line using unilateral Most Favored Nation Treatment, but here the common 

interests of the powers began to fade, and they began to lose their footing. With the 

powers divided in their assessment of Japanese civilization, the diplomacy surrounding the 

Postal Conventions was the catalyst for unravelling the unequal treaty system.


